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はじける笑顔９０人に半年早い春

関
西
学
院
大
学
と
兵
庫
医

科
大
学
は
７
月
１２
日
、
学
術

研
究
交
流
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
し
た
。
０８
年
度
か

ら
、
両
大
学
の
一
部
の
講
義

を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
履
修

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
総
合

大
学
と
医
科
大
学
が
相
互
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
本
格
的
に
開

放
す
る
の
は
、
全
国
で
も
珍

し
い
取
り
組
み
だ
。

協
定
に
よ
る
と
、
関
学
は
兵

庫
医
大
の
教
員
が
担
当
す
る「
医

学
入
門
」
や
「
基
礎
医
学
」
な

ど
の
基
礎
的
な
医
学
系
科
目
を

春
・
秋
学
期
に
各
１
科
目
、
開

講
す
る
。ま
た
、兵
庫
医
大
で
開

講
し
て
い
る
「
医
療
倫
理
」
や

「
薬
害
」
に
関
す
る
夏
季
集
中

講
義
も
関
学
生
に
開
放
さ
れ
る
。

一
方
、
兵
庫
医
大
の
学
生
は

毎
週
木
曜
日
に
来
校
し
、
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し

て
い
る
「
憲
法
」
な
ど
教
養
的

基
礎
科
目
の
講
義
を
関
学
生
と

一
緒
に
受
講
す
る
。
１
年
生
約

１
０
０
人
が
対
象
で
一
人
当
た

り
３
科
目
程
度
履
修
で
き
る
見

込
み
。
い
ず
れ
も
両
大
学
が
単

位
と
し
て
認
定
す
る
。

関
学
は
理
工
学
部
が
０９
年
度

に
生
命
科
学
科
を
拡
充
し
て「
生

命
科
学
専
攻
」
と
「
生
命
医
化

学
専
攻
」を
設
置
す
る
予
定
で
、

今
後
は
研
究
の
分
野
で
も
兵
庫

医
大
と
医
・
薬
学
系
の
共
同
研

究
を
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

平
松
一
夫
学
長
�
写
真
右
�

は
「
医
の
分
野
の
正
し
い
知
識

を
得
る
こ
と
で
学
び
に
深
み
が

生
ま
れ
る
」
と
歓
迎
。
兵
庫
医

大
の
波
田
壽
一
学
長
�
同
左
�

も
「
総
合
大
学
の
協
力
を
得
て

幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
医

療
人
を
育
成
し
た
い
」
と
意
欲

的
だ
。

こ
の
協
定
に
関
連
し
て
兵
庫

医
大
は
、
１１
年
度
か
ら
関
学
高

等
部
が
推
薦
す
る
生
徒
を
受
け

入
れ
る
推
薦
入
学
の
特
別
枠
を

設
け
る
こ
と
も
決
め
た
。

関
西
学
院
大
学
は
「
関
西
学

院
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
Ｋ
Ｇ
Ｕ

Ｒ
）（h

ttp���k
gu
r.k
w

an
sei.ac.jp�dspace�

）

を
１０
月
か
ら
運
用
し
始
め
た
。

リ
ポ
ジ
ト
リ
と
は
、
大
学
内
で

創
造
さ
れ
た
研
究
成
果
を
集
約

し
、
無
償
で
学
内
外
に
公
開
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
。
こ
の
仕
組
み
は
一
般

的
に
「
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

（In
stitu
tion
al
R
e

pository

）」と
呼
ば
れ
、
世

界
中
の
大
学
・
研
究
機
関
が
こ

の
仕
組
み
を
通
じ
て
研
究
成
果

を
発
信
し
て
い
る
。

Ｋ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
を
通
じ
て
、
関
学

の
教
職
員
や
大
学
院
生
は
研
究

成
果
を
世
界
に
向
け
て
公
開
す

る
こ
と
が
可
能
。
具
体
的
に
は

学
術
雑
誌
・
学
会
誌
掲
載
論
文
、

紀
要
論
文
、
学
位
論
文
、
学
会

発
表
論
文
・
資
料
、
研
究
調
査

報
告
書
、
研
究
資
料
な
ど
が
公

開
対
象
と
な
る
。

研
究
者
に
と
っ
て
は
研
究
成

果
の
可
視
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
う
え
、
永
続
的
な
保
存

も
で
き
る
。大
学
に
と
っ
て
は
、

説
明
責
任
・
社
会
貢
献
の
遂
行
、

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、
研
究
成
果

の
一
元
管
理
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

Ｋ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
で
は
、
フ
リ
ー
ワ

ー
ド
検
索
の
ほ
か
、
学
部
・
研

究
科
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検

索
、
研
究
紀
要
な
ど
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
検
索
、タ
イ
ト
ル
検
索
、

著
者
検
索
が
で
き
る
。

教
員
・
大
学
院
生
対
象
の
説
明

会
は
１０
月
２５
、
３１
日
に
西
宮
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
図
書
館

ホ
ー
ル
、２６
、
３０
日
に
Ｋ
Ｓ
Ｃ
１

号
館
会
議
室
（
い
ず
れ
も
１２
時

４５
分
〜
１３
時
３０
分
）で
行
わ
れ

る
。

関
西
学
院
大
学
は
１０
月
５
日

か
ら
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
〜
ス
キ

マ
時
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
リ
メ

ン
ト
〜
関
西
学
院
大
学
ア
イ
デ

ア
カ
プ
セ
ル
」
の
放
送
を
開
始

し
た
。
短
波
ラ
ジ
オ
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
の
ポ
ッ
ド
キ

ャ
ス
ト
で
主
に
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
向
け
に
関
学
教
員
が
情
報

を
発
信
す
る
。
全
国
で
の
関
学

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

放
送
は
毎
週
金
曜
日
午
後
１０

時
３０
分
〜
４５
分
、
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
第
一
放
送
（
３
・
９

２
５
／
６
・
０
５
５
／
９
・
５

９
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
▽
１０
月
�
栗
林

輝
夫
法
学
部
教
授
「
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
と
宗
教
票
の
行
方
」

４
回
シ
リ
ー
ズ
▽
１１
月
�
武
田

丈
社
会
学
部
准
教
授
「
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
化
時
代
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
」
５
回
シ
リ
ー
ズ
▽

１２
月
�
藤
井
美
和
社
会
学
部
准

教
授
「
生
と
死
を
考
え
る
―
死

生
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
４

回
シ
リ
ー
ズ

▽
番
組
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
�h

ttp���blog.r
adion

ik
k
ei.jp�k

w
an

gak
u

（
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ

Ｉ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
番

組
紹
介
」
―
「
関
学
番
組
」
を

ク
リ
ッ
ク
）。ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

を
利
用
し
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
（
※
）

な
ど
に
入
れ
て
通
勤
時
や
通
学

時
に
聴
く
こ
と
も
で
き
る
。

※
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
は
米
国
や
そ
の
他

の
国
で
登
録
さ
れ
て
い
るA

pple
C
om
puter,In

c.

の
商
標

秋
学
期
か
ら
個
人
所
有
の
Ｐ

Ｃ
を
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
無
線
接
続

し
、
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
イ
ル

サ
ー
バ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
利
用
で
き
る
場
所
は
、
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
号
館

と
第
５
別
館（
西
宮
上
ケ
原
）、

�
号
館
１
階（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）、
１
４

０
６
・
１
４
０
７
・
１
４
０
８

号
教
室
（
大
阪
梅
田
）。

利
用
に
は
情
報
メ
デ
ィ
ア
教

育
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
西
宮
上

ケ
原
）、�
号
館
Ｐ
Ｃ
利
用
相
談

カ
ウ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）、
大
阪

梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
い
ず

れ
か
に
申
請
す
る
。
申
請
時
に

は
関
学
の
シ
ス
テ
ム
利
用
Ｉ
Ｄ

が
必
要
。
申
請
後
、
Ｐ
Ｃ
を
設

定
す
れ
ば
利
用
で
き
る
。

利
用
で
き
る
標
準
Ｐ
Ｃ
は
、

W
in
dow
sX
P

（
Ｓ
Ｐ
２
以

降
）、W

in
dow
sV
ista

、

M
a
c
O
S
X

（10

・3
pan
th
er

以
降
）
搭
載
の
も

の
。
問
い
合
わ
せ
は
、
第
４
別

館
Ｐ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
室
（
西
宮
上

ケ
原
）、�
号
館
Ｐ
Ｃ
利
用
相
談

カ
ウ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）ま
で
。

次
期
学
長
選
考
の
結
果
、
関

西
学
院
大
学
次
期
学
長
に
杉
原

左
右
一
商
学
部
教
授
�
写
真
�

が
選
ば
れ
た
。
任
期
は
２
０
０

８
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

杉
原
教
授
は
２
０
０
０
年
か

ら
商
学
部
長
を
務
め
、
現
在
は

図
書
館
長
。
専
門
は
統
計
学
。

特
許
実
施
料
収
入

関
学
は
全
国
８
位

文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
０６
年
度
の
特
許
実
施
料

収
入
は
、
関
西
学
院
大
学
が
１

６
５
２
万
８
千
円
で
全
国
８
位

だ
っ
た
。
私
学
で
は
慶
応
、
日

大
に
次
い
で
３
位
。
特
許
実
施

件
数
は
１８
件
で
２９
位
だ
っ
た
。

主
な
発
明
に
は
「
電
子
ビ
ー
ム

微
細
加
工
方
法
」（
金
子
忠
昭
理

工
学
部
教
授
・
佐
野
直
克
理
工

学
部
教
授

他
）、「
眼
球
停
留

関
連
電
位
解
析
装
置
」（
八
木
昭

宏
文
学
部
教
授
）、「
熱
処
理
方

法
及
び
そ
れ
を
用
い
た
熱
処
理

装
置
」（
金
子
理
工
学
部
教
授
・

佐
野
理
工
学
部
教
授
）
な
ど
が

あ
る
。

新１年生を対象にした初等部（設置認可申請中）の初めての入
学試験が９月、西宮上ケ原キャンパスで行われた。５００人を超える
児童がお父さん、お母さんに手を引かれながら、面接試験と適性
検査に臨んだ。同２２日には合格発表があり、男女合わせて９０人が
半年早い春を迎えた�写真。
初等部は来年４月の開校を予定しており、校舎は宝塚市武庫川

町の宝塚ファミリーランド跡地に建築中。
「見えないものにこころを傾け、夢を育む
学校」を目指し、初年度は１～３年生の３
学年でスタートする。
新２、３年生対象の編入学試験は来年２

月に初等部新校舎で実施する。詳細はホー
ムページ（http���www.kwansei.ac.jp�ele
mentary�）を参照。

０６
年
度
特
許
実
施
料
収
入（
千
円
）

私
は
中
学
部
か
ら

関
西
学
院
で
教
育
を

受
け
た
。
良
か
っ
た

と
思
え
る
こ
と
（
も

ち
ろ
ん
、
し
ま
っ
た

と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
こ
こ
で
書
く
わ

け
は
な
い
の
だ
が
）の
一
つ
は
、

中
学
生
の
時
か
ら
、
死
、
他
人

の
死
で
は
な
く
て
、自
分
の
死
、

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
だ
。
◆
先
日
、
部

屋
を
片
付
け
て
い
た
ら
茶
色
に

変
色
し
た
切
れ
端
が
出
て
き
た
。

４０
年
以
上
前
、
中
学
部
の
修
学

旅
行
で
長
崎
に
行
っ
た
時
に
も

ら
っ
た
ど
こ
か
の
教
会
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
切
れ
端
だ
。
題
名

が
「
墓
標
は
教
え
る
」
と
い
う

記
事
で
、
冒
頭
の
墓
標
の
写
真

に
は
「
や
あ
、
よ
く
き
て
く
れ

ま
し
た
ね
、
ま
え
に
は
君
達
と

一
緒
に
お
墓
参
り
に
い
っ
た
け

ど
…
…
今
に
君
達
も
こ
う
な
る

ん
で
す
よ
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

何
か
し
ら
衝
撃
を
受
け
て
、
旅

館
で
同
室
の
友
人
た
ち
と
深
刻

に
語
り
合
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。
◆
関
西
学
院
の
教
育

は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ

い
て
い
る
。
死
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
い

や
、
宗
教
の
出
発
点
だ
。
と
す

れ
ば
、
関
学
の
卒
業
生
は
、
学

生
生
活
の
中
で
、
多
少
な
り
と

も
死
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が

あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
が
大
学
の

「
個
性
」と
い
う
の
で
は
、
厳
し

い
競
争
に
勝
て
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
◆
人
生
の
意
義
は
、
一
生

と
い
う
全
体
を
見
渡
し
て
は
じ

め
て
考
え
ら
れ
る
。
ス
ク
ー
ル

モ
ッ
ト
ー
で
あ
るM

aster
y
for
Service

の
精
神
も
、

自
分
の
生
き
て
い
る
時
間
を
超

え
た
価
値
を
見
出
す
こ
と
を
求

め
て
こ
そ
、
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
非
現
実
的
で
あ
る

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ

ん
な
こ
と
で
も
想
像
し
た
く
な

る
。
（
副
学
長
・
浅
野
考
平
）

金額
１６３，８５２
１６０，１０８
７０，１０９
４０，７０２
２８，３２４
２１，４４４

２０，２６８

１６，５２８
１６，１８３
１５，７３０

機関名
�名古屋大学
�東京大学
�慶応義塾大学
�日本大学
�東京工業大学
�金沢大学
	奈良先端科学技術大学院大学

関西学院大学
�京都大学
�立命館大学

兵兵庫庫医医科科大大とと包包括括協協定定
�
学
び
に
深
み
を
��
幅
広
い
教
養
を
�

一部の講義 相互に履修 単位認定

ラ
ジ
オ
番
組
放
送
ス
タ
ー
ト

関学

知
名
度
ア
ッ
プ
目
指
し

短
波
で
全
国
へ

次
期
学
長
に
杉
原
商
学
部
教
授

収
録
中
の
栗
林
教
授

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
無
線
接
続
が

個
人
所
有
Ｐ
Ｃ
で
可
能
に

初等部新入生の合格発表

研
究
成
果
の
公
開
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

リポジトリ

１０
月
か
ら
運
用
開
始

1
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ら
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受

賞

こ
の
夏
の
高
校
野
球
を
制
し
た
の
は
公
立
の
佐
賀
北
高
校
で
あ
っ
た
。

「
生
徒
の
ど
こ
に
そ
ん
な
力
が
あ
る
の
か
、
自
分
だ
け
が
ド
キ
ド
キ
し

て
い
た
」と
い
う
百
崎
敏
克
監
督
の
発
言
が
今
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
監
督
の
力
量
な
し
に
偉
業
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

監
督
の
発
言
そ
の
も
の
は
率
直
な
思
い

を
表
し
て
い
る
と
思
う
。

７
月
２５
日
、「
国
連
情
報
技
術
サ
ー
ビ

ス
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ｅ
Ｓ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
報
告
会

〜
学
生
た
ち
は
国
境
を
越
え
る
〜
」
が
関
西
学
院
大
学
の
新
し
い
東
京

丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派

遣
さ
れ
開
発
支
援
に
従
事
し
て
き
た
学
生
４
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

を
も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

関
学
の
学
生
は
、
国
連
と
の
連
携
の
下
、
し
っ
か
り
と
開
発
支
援
活

動
に
携
わ
り
、
ま
た
そ
の
意
義
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
報
告
を
や
り
終

え
た
。
期
待
を
は
る
か
に
上
回
る
素
晴
ら
し
い
報
告
に
、
学
外
の
参
加

者
か
ら
も
学
生
と
関
学
に
対
す
る
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
。

報
告
会
に
参
加
さ
れ
た
国
連
開
発
計
画
の
村
田
俊
一
総
合
政
策
学
部

教
授
も
、
司
会
を
担
当
さ
れ
た
豊
原
法
彦
経
済
学
部
教
授
も
、
と
も
に

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
し
て
き
た
教
員
で
あ
る
。
先
生
方
の
熱
心
な

指
導
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
先
生
方
も
学
生
の
見
事
な
報

告
内
容
に
、
あ
る
意
味
驚
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
私
は
、
８
月
１７
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
経
験

し
た
。
サ
テ
ィ
ヤ
・
ワ
チ
ャ
ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
大
学
（
サ
大
）
と
の
文

化
交
流
の
こ
と
で
あ
る
。

同
大
学
と
の
交
流
は
今
年
、
３０
周
年
を
迎
え
た
。
通
常
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
交
流
セ
ミ
ナ
ー
の
最
終
日
に
合
わ
せ
て
３０
周
年
記
念
の
同
窓
会
が

サ
大
で
開
催
さ
れ
、
３０
年
間
の
同
窓
が
参
加
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に

は
思
い
入
れ
の
深
い
同
窓
が
多
く
、
遠
方
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
関

学
は
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
、
サ
大
は
ス
イ
ス
か
ら
が
最
も
遠
方
か

ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
最
終
日
の
企
画
と
し
て
催
さ
れ
た
文
化
交
流
会
で
、
関

学
の
学
生
は
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
演
じ
た
。
か
な
り
体
力
を
要
す
る
出

し
物
で
あ
っ
た
し
、
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
だ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
踊
り
に
引
率
の
中
野
康
人
社
会
学
部
准
教
授
も
参
加
さ
れ
た
。

中
野
先
生
の
踊
り
は
学
生
に
約
０
・
５
秒
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
が
、
そ
の
熱
演
は
観
衆
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
。
先
生
ご
自
身
、

感
動
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
最
後
の
挨
拶
で
「
こ
れ
は
全
部
学
生
が
準

備
し
た
の
で
す
。
学
生
に
は
こ
れ
だ
け

の
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
学
生
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

学
生
は
能
力
を
生
か
す
適
切
な
指
導
の
下
で
機
会
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、

い
か
ん
な
く
そ
の
力
を
発
揮
す
る
。
教
育
は
「
引
き
出
す
こ
と
」
と
い

う
の
は
よ
く
聞
く
説
明
で
あ
る
が
、
関
学
の
学
生
が
力
を
発
揮
し
て
輝

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
関
西
学
院
大
学
が
学
生
の
力
を
引
き

出
す
機
会
と
指
導
体
制
を
ど
れ
だ
け
用
意
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
学
長
・
平
松
一
夫
）

関
西
学
院
大
学
は
７
月
２６
日
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
サ
テ
ィ
ヤ
・

ワ
チ
ャ
ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
大
学

（
サ
大
）
と
ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
国
際
間
で
連
携
し
た

二
つ
の
大
学
院
か
ら
修
士
学
位

を
修
得
で
き
る
制
度
）
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
。
調
印
式

で
は
、
本
学
を
代
表
し
て
山
内

一
郎
理
事
長
、
平
松
一
夫
学
長

�
写
真
左
、
尾
崎
幸
洋
理
工
学

研
究
科
委
員
長
�
同
右
、
サ
大

を
代
表
し
て
ク
リ
ス
・
テ
ィ
モ

テ
ィ
ウ
ス
学
長
�
同
中
央
�
が

協
定
書
に
署
名
し
た
。
在
大
阪

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
総
領
事

館
か
ら
は
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ア

デ
ィ
ナ
ル
ド
領
事
も
出
席
し
た
。

両
大
学
は
本
協
定
を
更
な
る
飛

躍
の
機
会
と
し
、
高
度
な
研
究

に
基
づ
く
人
材
育
成
の
実
現
を

目
指
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
分
野
に
関
し

て
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、「
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
若
手

研
究
者
育
成
奨
学
金
制
度
）」を

展
開
し
て
い
る
。
サ
大
は
「
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
と
天
然
色
素
」
の

分
野
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
私

立
大
学
の
な
か
で
は
唯
一
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
定
校
に
選
ば

れ
て
い
る
。

関
学
と
サ
大
の
ツ
イ
ニ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
Ｐ
Ｉ
Ｉ

Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
サ
大

で
１
年
間
学
び
修
士
学
位
を
取

得
し
た
学
生
を
、
本
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期

課
程
２
年
次
へ
編
入
さ
せ
、
１

年
半
の
課
程
を
修
め
れ
ば
修
士

学
位
（
国
際
自
然
科
学
）
の
取

得
を
可
能
に
す
る
。こ
の
結
果
、

計
２
年
半
で
関
学
と
サ
大
両
方

の
修
士
学
位
を
取
得
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
更
に
本
学
は
学
生

に
対
し
、
関
学
在
籍
中
は
学
費

を
全
額
免
除
に
す
る
ほ
か
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
期
間
中
の
２
年
半
の
間
、
学

生
に
研
究
者
育
成
奨
学
金
を
提

供
す
る
。

初
年
度
の
今
年
は
、
ヘ
リ
ヤ

ン
ト
さ
ん
、
フ
ェ
ニ
ー
・
サ
ン

ト
サ
さ
ん
、
ム
ハ
マ
ド
・
リ
オ

・
シ
ャ
プ
ト
ラ
さ
ん
の
派
遣
が

決
ま
っ
た
。
３
人
は
秋
学
期
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
尾
崎
幸
洋
研
究
室
、

田
中
克
典
研
究
室
、
壷
井
基
裕

研
究
室
に
入
り
、
修
士
学
位
取

得
を
目
指
し
て
研
究
に
励
ん
で

い
る
。
学
生
の
受
け
入
れ
は
今

後
も
継
続
的
に
実
施
す
る
予
定
。

７
月
に
川
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
韓
国
代

表
と
し
て
出
場
し
た
。
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
に

敗
れ
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
戦
で
チ
ー
ム
唯
一

の
パ
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
勝
利
に
貢
献
し
た
。

大
阪
生
ま
れ
の
在
日
３
世
。
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で

は
副
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
。

今
年
１
月
、
韓
国
チ
ー
ム
に
合
流
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
出
場
を
懸
け
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦

で
は
、ワ
イ
ド
レ
シ
ー
バ
ー
と
し
て
先
発
し
た
。

「
初
め
て
祖
国
に
か
か
わ
れ
る
誇
り
と
喜
び
を

感
じ
た
」
と
い
う
。

し
か
し
、
在
日
選
手
が
多
く
参
加
し
た
代
表

チ
ー
ム
の
滑
り
出
し
は
順
調
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
韓
国
は
ア
メ
フ
ッ
ト
の
途
上
国
で
試
合
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
違
う
。
儒
教
の
影

響
を
受
け
、
上
下
関
係
を
重
ん
じ
る
韓
国
人
選

手
と
、
勝
つ
た
め
に
は
仲
間
に
厳
し
い
要
求
を

す
る
在
日
選
手
と
の
間
に
大
き
な
溝
が
で
き
て

い
た
。「
自
分
の
ス
タ
イ
ル
は
変
え
な
か
っ
た
か

ら
、
衝
突
が
絶
え
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

支
え
に
な
っ
た
の
は
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
、
関

係
者
の
存
在
。「
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
彼
ら

の
た
め
に
も
勝
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。最
後

は
そ
の
気
持
ち
で
一
つ
に
な
っ
た
。

９
月
か
ら
学
生
時
代
最
後
と
な
る
秋
の
リ
ー

グ
戦
が
始
ま
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
持
ち
味

で
あ
る
爆
発
的
な
ス
ピ
ー
ド
と
タ
ッ
ク
ル
で
敵

陣
に
正
面
か
ら
切
り
込
む
。自
身
の
性
格
を「
ま

っ
す
ぐ
」
と
分
析
す
る
韓
さ
ん
。
立
命
館
大
学

に
勝
っ
て
日
本
一
、
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

「
ま
っ
す
ぐ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１
８
１

㌢
、
９０
㌔
、
箕
面
高
校
出
身
。

◆
石
田
三
郎
名
誉
教
授
が
、
９

月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
監
査
研

究
学
会
第
３０
回
全
国
大
会
に
て

学
会
功
労
賞
を
受
賞
。

日
本
監
査
研
究
学
会
は
、
監

査
研
究
の
推
進
及
び
監
査
研
究

者
の
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
学
会
功

労
賞
は
学
会
に
対
す
る
功
労
を

た
た
え
表
彰
す
る
も
の
。

◆
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
で
熱
田
光
紀
さ
ん

（
理
工
学
研
究
科
Ｍ
２
）
が
研

究
発
表
「
汎
用
ソ
ル
バ
ー
に
よ

る
時
間
割
作
成
の
試
み
」
に
て

B
estP
resen
tation

A
w
ard

を
受
賞
。
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｒ

と
は
、
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会
が
主
催
す

る
同
分
野
で
の
人
材
交
流
支
援

と
創
造
的
活
動
創
出
を
目
的
と

し
た
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
。

◆
米
国
ボ
ル
チ
モ
ア
で
Ｉ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
が
主
催
す
る
無
線
通
信
の
国

際
学
会
「V

T
C
2007

―F
a

llB
altim

ore

」
で
柏
木
一

平
さ
ん（
理
工
学
研
究
科
Ｍ
２
）

が
「
屋
内
環
境
に
お
け
る
人
の

動
き
に
着
目
し
た
パ
ス
遮
蔽
モ

デ
ル
」
に
て
、「V

T
S
J
ap

an
C
h
ap
terS
tu
d
en
t

P
aperA

w
ard

」を
受
賞
。

祖国にかかわれた誇り

我
が
子
は
３
歳
と
１
歳
。
友
人
の
間
で
話

題
に
な
る
こ
と
の
一
つ
に
「
子
ど
も
の
習
い

事
」が
あ
り
ま
す
。ダ
ン
ス
？

音
楽
教
室
？

い
い
え
、
実
は
う
ち
の
上
の
娘
は
１
歳
か

ら
フ
ラ
ン
ス
語
、
下
の
子
は
４
カ
月
か
ら
フ

ラ
ン
ス
語
と
中
国
語
を
習
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
話
に
な
る
と
現
地
の
友
人
も
日
本
人
の
友

人
も
決
ま
っ
た
よ
う
に
「
そ
ん
な
に
小
さ
い

頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
習
っ
て
混
乱
し

な
い
？
」
な
ど
と
話
が
続
き
ま
す
。

こ
こ
シ
ア
ト
ル
や
周
辺
の
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、
そ
う
で
な
い
人
を

探
す
の
が
難
し
い
と
い
う
ぐ
ら
い
、
た
く
さ

ん
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
関
係
の
家
族
が
住
ん

で
い
ま
す
。
経
済
的
に
も
豊
か
で
子
ど
も
の

教
育
に
お
金
を
か
け
る
家
庭
が
多
く
、
子
ど

も
の
習
い
事
の
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
。
そ
ん
な

シ
ア
ト
ル
で
、
２
年
前
ま
で
意
外
に
も
存
在

し
な
か
っ
た
の
が
新
生
児
か
ら
５
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
親
の
た
め
の
語
学
学
校
で
し
た
。

「
子
ど
も
と
親
の
た
め
の
語
学
学
校
を
開

こ
う
と
考
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
手
伝
っ
て

み
な
い
？
」
夫
の
駐
在
で
渡
米
し
、
娘
を
出

産
後
に
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
か
ら
受
け
た
誘

い
で
し
た
。「
独
身
時
代
の
仕
事
の
経
験
を
生

か
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
。

そ
こ
で
ス
ク
ー
ル
立
ち
上
げ
の
た
め
に
ク
ラ

ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
日
本
語
講
師
と

し
て
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
２
年
前
に
誕
生
し
た
�
Ｓ
ｐ
ｏ

ｎ
ｇ
ｅ

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
�
は
今
で
は
約
２

５
０
家
族
が
週
に
１
、
２
回
５０
分
の
ク
ラ
ス

に
通
っ
て
い
ま
す
。
提
供
し
て
い
る
ク
ラ
ス

は
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

日
本
語
の
四
つ
。

私
は
日
本
語
ク
ラ
ス
を
教
え
て
い
て
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
生
徒
は
、「
親
が
興
味
の
あ
る
言
語
を

子
ど
も
と
習
い
た
い
」、「
両
親
の
ど
ち
ら
か

が
そ
の
言
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
、
そ
う
で
な

い
方
の
親
が
子
ど
も
と
一
緒
に
言
葉
を
身
に

つ
け
た
い
」な
ど
と
い
っ
た
家
庭
が
多
い
中
、

特
に
中
国
語
の
ク
ラ
ス
で
多
い
の
が
「
子
ど

も
が
中
国
か
ら
の
養
子
で
、
こ
の
子
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
中
国
の
文
化
と
言
葉
を
学
ば
せ
た

い
」と
い
う
家
庭
。
白
人
家
庭
が
中
国
か
ら
、

も
し
く
は
他
国
か
ら
養
子
を
迎
え
る
こ
と
は

こ
こ
シ
ア
ト
ル
で
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
子
ど
も
と
一
緒

に
両
親
も
ク
ラ
ス
に
通
え
る
の
で
す
が
、
以

前
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
と
い
う
言
葉

を
教
え
る
際
、
事
前
の
講
師
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
、
必
ず
し
も
両
親
が
「
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
」
で
は
な
く
、
あ
る
家
庭
は
お
父
さ
ん

が
２
人
で
お
母
さ
ん
が
い
な
い
家
庭
、
そ
の

逆
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
ね
、
と
い
う
通
達

が
あ
っ
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

親
子
の
人
種
が
違
っ
て
も
、
子
ど
も
が
養
子

で
も
、
両
親
が
必
ず
し
も
男
性
・
女
性
の
ペ

ア
で
な
く
と
も
、
彼
ら
に
不
自
然
さ
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
も
ス
ク
ー
ル
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉

が
行
き
か
い
ま
す
。
私
は
昨
年
長
男
を
出
産

し
て
か
ら
、
今
は
生
徒
と
し
て
長
男
と
参
加

中
。
今
秋
か
ら
始
め
た
中
国
語
を
い
つ
か
親

子
で
使
う
機
会
を
夢
み
て
い
ま
す
。

学
生
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
す
に
は

シ
ア
ト
ル

国際間で連携した二つの大学院から修士学位を修得できる制度

今年は３人受け入れ
ツイニング協定を締結

学
ぶ
気
持
ち
に
国
境
も
民
族
も
な
し

韓 高志さん（商４）

Ｗ杯アメリカンフットボールに
韓国代表として出場

サティヤ・ワチャナ・キリスト教大学と

西
村

英
津
子

２
０
０
０
年
社
会
学
部
卒
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（
１０
〜
１１
月
）

教
務
部
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
）
と
連
携
し
、
７
月
２７
、

２８
の
両
日
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
「
日
米
高
校
生
交
流

の
集
い
」
を
開
催
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
相
互

理
解
を
深
め
る
の
が
目
的
。
日

本
か
ら
は
兵
庫
県
立
宝
塚
西
高

校
、
大
阪
府
立
箕
面
高
校
、
啓

明
学
院
高
校
、
関
西
学
院
高
等

部
の
生
徒
１９
人
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
は
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
民
間
国
際
教
育

交
流
団
体
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た

留
学
生
１１
人
が
参
加
。
神
崎
高

明
経
済
学
部
教
授
と
大
�
博
美

経
済
学
部
教
授
、
関
学
生
ら
計

１１
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
。

初
日
に
は
、
集
い
に
協
力
し

て
い
る
駐
大
阪
・
神
戸
ア
メ
リ

カ
総
領
事
館
の
カ
イ
ザ
ー
副
領

事
が
訪
れ
、「
他
国
の
文
化
に
つ

い
て
知
る
に
は
、
学
ぶ
の
で
は

な
く
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
そ
の
後
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
日
本
の
部
活
動
で
は
先
輩
後

輩
の
上
下
関
係
が
厳
し
い
が
、

ア
メ
リ
カ
に
は
上
下
関
係
は
あ

ま
り
な
い
」
な
ど
、
部
活
動
や

映
画
か
ら
見
え
る
両
国
の
文
化

の
違
い
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。

参
加
し
た
岩
尾
嘉
拓
さ
ん（
経

２
）
は
「
高
校
生
の
交
流
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
中
で
、
両
国
の
文

化
に
つ
い
て
の
新
し
い
発
見
が

あ
り
、
大
学
生
の
僕
ら
に
と
っ

て
も
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」

と
い
い
、
神
崎
教
授
は
「
事
後

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者
の

９７
％
が
来
年
も
参
加
し
た
い
と

回
答
が
あ
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ

続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

０５
年
度
と
０６
年
度
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ
れ

た
東
郷
知
沙
さ
ん
（
文
４
）
、

佐
久
間
麻
耶
さ
ん
（
経
営
戦
略

研
究
科
Ｍ
１
）
、
佐
伯
麻
衣
子

さ
ん
（
総
政
研
究
科
Ｍ
２
）
、

山
崎
優
美
子
さ
ん
（
総
政
研
究

科
Ｍ
２
）
の
４
人
が
、
華
僑
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
設
計
や
モ
ン
ゴ
ル
語

版
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
お
よ
び
教
育
ソ

フ
ト
の
開
発
な
ど
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
た
�
写
真
。
会
場

に
は
国
連
関
係
者
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
教
育
に
関

心
を
寄
せ
る
東
京
の
大
学
関
係

者
な
ど
が
集
ま
り
、
熱
心
に
聞

き
入
っ
た
。

関
学
は
０３
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｖ
と
協

定
を
結
ん
で
以
来
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
に
計
３３

人
を
派
遣
し
て
き
た
。
日
本
の

大
学
で
は
初
め
て
、
世
界
で
も

３
校
目
と
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
だ
っ
た
。
現
在
は
世
界

か
ら
約
３０
の
大
学
が
参
加
し
、

先
進
国
と
開
発
途
上
国
間
の
情

報
格
差
の
縮
小
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
。
本
学
は
、
日
本

に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て
、
他

大
学
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る

な
ど
新
た
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
。

０８
年
度
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ｅ
Ｓ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
候
補
生
の
募
集

説
明
会
は
１０
月
３０
、
３１
日
に
行

わ
れ
る
。
詳
細
は
国
際
教
育
・

協
力
課
ま
で
。

関
西
学
院
大
学
は
７
月
２５
日
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）
東
京
事
務
所
の
協
力
を
得
て
、

東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
国
連
技
術
情
報
サ
ー
ビ

ス
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ｅ
Ｓ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
活
動
報
告
会
を
実
施
し
た
。

社
会
福
祉
学
科
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
験

を
持
つ
教
員
が
社
会
に
開
か
れ
た
学
問
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
る

池
埜
聡
准
教
授
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
家
族

カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
経
験
を

積
ん
だ
。
ア

メ
リ
カ
の
大

学
院
に
進
学

し
、
実
習
先
の
東
南
ア
ジ
ア
で
難
民
支
援
に
も

携
わ
っ
た
。
死
の
恐
怖
を
体
験
し
た
難

民
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
、「
心
的
外

傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）
」
被
害
の
研
究
に
取
り

組
み
始
め
る
。

そ
の
後
、
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
に

遭
遇
、
自
身
も
ト
ラ
ウ
マ
に
苦
し
む
経
験
を
し

た
。
大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
学
校
の
児
童

殺
傷
事
件
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に

も
あ
た
っ
た
。

ト
ラ
ウ
マ
被
害
支
援
の
分
野
は
、
日
本
で
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
。「
犯
罪
被
害
者
ら
は
突
然
の

出
来
事
に
よ
っ
て
心
に
大
き
な
傷
を
負
う
。
私

は
社
会
福
祉
と
い
う
立
場
か
ら
、
被
害
者
の
代

弁
者
と
な
っ
て
今
後
の
人
生
に
寄
り
添
っ
て
い

き
た
い
」

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
大

学
病
院
で
経
験
を
積
ん
で
き
た
の
は
小

西
加
保
留
教
授
。
日
本
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

症
が
初
め
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

１
９
８
６
年
か
ら
、
血
友
病
患
者
を
中

心
に
面
談
業
務
に
従
事
し
、
心
理
的
・

社
会
的
な
支
援
を
続
け
た
。

そ
の
後
、
研
究
職
に
転
じ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
症
支
援
の
実
態
調
査
や
就
労
に
関

す
る
研
究
を
実
施
。「
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ

る
患
者
の
思
い
を
社
会
に
伝
え
、
生
活
し
や
す

い
環
境
を
整
え
た
い
」
と
問
題
点
を
分
析
し
、

現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
想
像
力
と
、
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
創
造
力
。
感
情
だ
け
で
な

く
理
論
を
持
っ
て
社
会
と
対
話
で
き
る
人
材
を

育
成
し
た
い
」
と
い
う
。

松
岡
克
尚
准
教
授
は
、
３
歳
の
時
に
難
聴
に

な
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
「
障
害
の
あ
る
人
の
役

に
立
ち
た

い
」
と
考
え

て
い
た
。
大

学
の
時
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
に
な

り
た
い
と
考
え
た
が
、
卒
業
前
に
不
安
が
よ
ぎ

っ
た
。「
耳
が
不
自
由
な
私
が
相
談
業
務
を
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
」

就
職
課
で
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
紹
介
さ
れ
、
一

般
企
業
で
４
年
間
勤
務
し
た
。
し
か
し
、
や
り

た
い
こ
と
は
こ
れ
な
の
か
と
疑
問
が
募
り
、
関

学
の
大
学
院
に
入
学
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
勉

強
し
た
。

「
障
害
が
あ
る
な
し
は
日
米
文
化
の
違
い
の

よ
う
な
も
の
。
障
害
者
と
健
常
者
が
垣
根
を
と

り
払
い
、
互
い
に
文
化
間
交
流
を
す
る
多
文
化

共
生
こ
そ
、こ
れ
か
ら
の
障
害
者
福
祉
に
必
要
」

と
話
す
。

大
和
三
重
准
教
授
は
大
学
で
児
童
福
祉
を
勉

強
、
商
社
に
就
職
し
た
。
し
か
し
２
年
弱
で
退

職
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
高
齢
者
福
祉
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
学
び
直
し
た
。

帰
国
後
、
老
人
ホ
ー
ム
や
認
知
症
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
福
祉
は
、
お
年

寄
り
自
身
の
自
立
支
援
を
促
す
視
点
が

重
要
。
何
で
も
し
て
あ
げ
る
で
は
な
く
、
何
が

で
き
る
の
か

を
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が

大
切
」
と
い

う
。学

生
に
は

「
す
ぐ
に
福
祉
の
仕
事
に
つ
か
な
く
て
は
、
と

焦
る
必
要
は
な
い
。
社
会
に
出
て
か
ら
ま
た
戻

っ
て
く
る
人
も
多
い
。
福
祉
の
勉
強
は
、
企
業

や
家
庭
で
も
必
ず
役
に
立
つ
。
社
会
福
祉
学
科

で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
還
元
で
き
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
説
く
。

※
本
内
容
は
広
報
室
が
企
画
し
た
「
次
代

の
チ
カ
ラ
」と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
広
告（
日

本
経
済
新
聞
・
朝
日
新
聞
掲
載
）
の
記
事

を
一
部
転
載
し
た
も
の
で
す
。

人
間
福
祉
学
部
の
０８
年
４
月

開
設
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
文

部
科
学
省
が
６
月
２５
日
に
同
学

部
の
設
置
届
を
受
理
し
、
７
月

３１
日
に
大
学
収
容
定
員
増
加
に

つ
い
て
認
可
し
た
。

人
間
福
祉
学
部
は
既
存
の
社

会
学
部
社
会
福
祉
学
科
が
母
体

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
・
健

康
科
学
研
究
室
の
教
員
ら
が
合

流
す
る
。
社
会
福
祉
学
科
（
定

員
１
３
０
人
）、社
会
起
業
学
科

（
同
７０
人
）
、
人
間
科
学
科
（
同

１
０
０
人
）
の
３
学
科
で
構
成

さ
れ
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
建
築
中
の
Ｇ
号
館
に
拠
点

を
置
く
。

ま
た
、
大
学
院
人
間
福
祉
研

究
科
人
間
福
祉
専
攻
の
０８
年
４

月
開
設
も
正
式
に
認
め
ら
れ
た
。

定
員
は
博
士
課
程
前
期
課
程
が

８
人
、
博
士
課
程
後
期
課
程
が

５
人
。

関
学
生
ら
が
敦
賀
市
民
と
共

催
し
た
ミ
ニ
学
園
祭「
敦
合
祭
」

が
１０
月
７
、
８
の
両
日
、
Ｊ
Ｒ

敦
賀
駅
前
広
場
で
催
さ
れ
た
。

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
今
年
は
、

地
元
の
高
校
生
に
も
呼
び
か
け
、

店
舗
運
営
な
ど
の
協
力
を
得
た
。

敦
合
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

の
越
智
林
太
郎
さ
ん
（
商
２
）

は
、「
た
こ
焼
き
や
イ
カ
焼
き
な

ど
の
出
店
、
生
バ
ン
ド
演
奏
の

ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
科
学
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
設
け
ま
し
た
。
地

元
の
人
た
ち
と
心
を
一
つ
に
し

て
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

関
学
と
福
井
県
の
交
流
は
０４

年
２
月
の
関
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ

ー
ゲ
ル
部
員
の
遭
難
事
故
が
契

機
と
な
り
続
い
て
い
る
。
同
６

日
に
は
平
松
一
夫
学
長
が
西
川

一
誠
福
井
県
知
事
を
訪
問
し
、

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

敦
賀
市
で
開
か
れ
た
「
敦
合
祭
」

２
０
０
７
年
度
新
司
法
試
験

の
合
格
者
発
表
が
９
月
１３
日
に

あ
り
、
関
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
か

ら
は
１
３
０
人
中
、
３９
人
が
合

格
し
た
。
３９
人
の
う
ち
、
法
学

既
習
者
は
２３
人
、
法
学
未
修
者

は
１６
人
だ
っ
た
。

■
『
会
計
史
へ
の
道
』
〜
一
つ

の
覚
書
〜

平
林
喜
博
（
著
）

■
『
無
名
戦
士
た
ち
の
行
政
改

革
〜
Ｗ
Ｈ
Ｙ

Ｎ
Ｏ
Ｔ
の
風
〜
』

澤
昭
裕
（
編
）、
村
尾
信
尚

（
監
修
）

人
間
福
祉
学
部
開
設
決
ま
る

先
進
国
と
開
発
途
上
国
間
の
情
報
格
差
の
縮
小
を
目
指
し
て

ＵＮＩＴｅＳボランティア

３
学
科
３００
人

０８
年
４
月
開
設

比比
・・
モモ
ンン
ゴゴ
ルル
でで
のの
活活
動動
報報
告告

東
郷
さ
ん（
文
４
）ら
４
人

東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で

人
間
福
祉
学
部
開
設
に
向
け
て

（
就
任
予
定
教
員
紹
介
）

�

社会福祉とは人の痛みを知り、人のために考え、行動すること。

池埜聡准教授

福井県との交流続く

今年も「敦合祭」開催

�日米高校生交流の集い�３０人が意見交換

他国の文化を知るには�学ぶ�より�体験�が大切

福
祉
の
伝
統
を
継
承

理
論
と
実
践
を
学
ぶ

松岡克尚准教授

大和三重准教授

新
司
法
試
験
に
３９
人
合
格

ロ
ー
ス
ク
ー
ル

か
ら
１３０
人
挑
戦

小西加保留教授

社会福祉学科
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就
活
就
活
就就
活活

主なキャリアセンター支援プログラム�
10月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月�

自分研究�
プログラム�

（文系・理系）�

マスコミ・�
公務員ほか�

◆志望動機作成�
セミナー�
12/10－14（上ケ原）�
12/11・13（KSC）�
�

◆業界研究セミナー�
10/15・16・18・�
19（上ケ原）�
10/22・23（KSC）�

◆企業研究の始め方セ�
ミナー　11/14・16�
（上ケ原）11/15（KSC）�

◆プロの仕事研究セミ�
ナー11/21（上ケ原）�

◆学内企業研究セミナー�
11/24・12/1・2・8（上ケ原）�
◆学内企業セミナー専門職シリーズ�
12/9（上ケ原）�

◆学内企業研究セミナー�
10/3・17・11/7・14・21・28（KSC）�

◆面接体験プログラム�
グループディスカッシ�
ョン編11/13・14（KSC）�

◆面接体験プログラム�
集団面接編11/27・28�
（KSC）�

◆就活経験者による何�
でも相談会11/29・30�
（KSC）�

◆個人面談～（上ケ原・KSC）�

文系プログラム　　　　理系プログラム　　　　共通プログラム�

◆SPI模試（上ケ原・�
KSC　12/5）�

◆お題フェア�
11/14（上ケ原）�

◆マスコミ就職セミナー�
11/27・12/3・5・11（上ケ原）�

◆省庁および地方自治体職員業務説明会�
11/中～12/上（上ケ原）�

◆履歴書・自己紹介書・エントリーシート�
個人面談（梅田）�

◆学内企業研究セミナー（梅田）�
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い
よ
い
よ
、
来
春
の
採
用
試
験
に
向
け
た

就
職
活
動
が
本
格
化
し
て
き
た
。
企
業
は
ど

の
よ
う
な
人
材
を
求
め
、
学
生
の
ど
こ
を
み

て
い
る
の
か
。
企
業
の
人
事
部
や
内
定
を
獲

得
し
た
先
輩
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。

２
年
前
、
あ
る
女
子
大
学
で

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
教

え
て
い
た
と
き
に
、
新
聞
の
閲

読
状
況
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

出
席
し
て
い
た
３２
人
の
中
で
、

毎
日
、
新
聞
を
読
む
習
慣
を
も

っ
て
い
た
の
は
３
人
。
寮
や
下

宿
で
一
人
住
ま
い
を
し
て
い
る

学
生
で
、
定
期
購
読
し
て
い
た

の
は
１
人
だ
け
だ
っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
心
の

あ
る
学
生
に
し
て
、こ
の
結
果
。

い
ま
や
新
聞
を
読
ま
な
い
の
が

学
生
の
「
常
識
」
に
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

実
際
、
若
い
人
た
ち
の
新
聞

を
読
む
時
間
は
減
っ
て
い
る
。

新
聞
協
会
の
２
０
０
５
年
の
調

査
で
は
、
２０
歳
代
の
平
均
閲
読

時
間
は
約
１６
分
。
こ
れ
は
１
時

間
以
上
読
む
と
い
う
人
も
含
め

て
の
数
字
で
あ
る
。
実
際
に
は

ま
っ
た
く
読
ま
な
い
人
も
お

り
、
そ
れ
を
含
め
る
と
、
１
日

に
新
聞
を
読
む
時
間
は
１０
分
以

下
と
い
う
人
が
４
割
を
超
え

た
。僕

が
関
西
学
院
の
学
生
だ
っ

た
こ
ろ
は
、
同
じ
下
宿
に
い
る

大
半
の
学
生
が
自
前
で
新
聞
を

購
読
し
て
い
た
。
そ
う
で
な
い

学
生
は
、
正
門
前
の
喫
茶
店
へ

出
掛
け
、
そ
こ
で
モ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
ト
ー
ス
ト
を
食
べ
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
新
聞

を
読
ん
だ
。
新
聞
を
読
む
の
は

大
学
生
の
「
常
識
」
だ
っ
た
。

時
代
は
激
変
し
た
。
新
聞
の

魅
力
、
価
値
も
低
下
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

僕
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

新
聞
に
は
、
い
ま
の
世
の
中

を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

情
報
が
ど
っ
さ
り
詰
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
情
報
を
、
新
聞
社
が

価
値
判
断
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し

て
い
る
か
ら
、
物
事
の
全
体
像

を
知
る
の
に
役
立
つ
。
読
み
手

の
頭
の
整
理
に
も
な
る
。
紙
に

印
刷
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
持
ち

歩
い
て
ど
こ
で
も
読
め
る
。
切

り
抜
い
て
保
存
し
て
お
け
ば
、

資
料
と
し
て
も
役
立
つ
。
教
養

を
高
め
る
た
め
に
役
立
つ
し
、

興
味
の
な
い
分
野
の
こ
と
に
も

関
心
が
持
て
る
。

な
に
よ
り
、
活
字
を
読
む
と

い
う
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
物
事
を
考
え
る
力
が
養
わ

れ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
が
あ
る
か
ら
、

メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
し
て
も
、

新
聞
に
対
す
る
評
価
が
高
い
の

だ
ろ
う
。
さ
き
の
新
聞
協
会
の

調
査
で
も
「
情
報
源
と
し
て
欠

か
せ
な
い
」「
社
会
に
対
す
る
影

響
力
が
あ
る
」「
地
域
や
地
元
の

事
が
よ
く
分
か
る
」「
知
的
で
あ

る
」「
教
養
を
高
め
る
た
め
に
役

立
つ
」「
情
報
が
正
確
」
な
ど
の

項
目
で
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
他
の
メ

デ
ィ
ア
を
圧
倒
し
て
い
た
。

就
職
試
験
を
控
え
た
学
生
に

と
っ
て
も
、新
聞
は
不
可
欠
だ
。

難
関
で
知
ら
れ
る
新
聞
社
の
入

社
試
験
問
題
の
多
く
は
、
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
出
題

さ
れ
て
い
る
し
、
面
接
試
験
で

も
必
ず
時
事
問
題
が
話
題
に
上

る
。小

論
文
を
書
く
の
に
も
、
役

に
立
つ
。
知
識
が
得
ら
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、思
考
力
を
深
め
、

文
章
表
現
の
技
術
を
磨
く
う
え

で
も
参
考
に
も
な
る
。

就
職
活
動
を
意
識
す
る
な
ら
、

ま
ず
は
新
聞
を
読
む
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
。
自
己
分
析
と
か
企

業
研
究
と
か
、
周
囲
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
自
分

の
力
を
養
う
こ
と
が
先
決
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
情
報
の
宝
庫

で
あ
る
新
聞
を
大
い
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

ま
ず
は
毎
日
３０
分
、
新
聞
を

読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
。
ど
ん
な
記
事
で
も
よ
い
。

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
だ
け

で
も
読
ん
で
み
よ
う
。
読
む
習

慣
が
身
に
付
け
ば
、
次
は
「
社

説
」
や
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
な
ど

少
々
難
解
な
欄
に
も
広
げ
て
い

け
ば
よ
い
。

気
が
つ
け
ば
、
毎
朝
、
新
聞

が
な
く
て
は
落
ち
着
か
な
い
暮

ら
し
が
始
ま
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
そ
う
な
れ
ば
「
内
定
」
は

近
い
。

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
マ
ス
コ
ミ
志
望
学
生
の

た
め
の
小
論
文
講
座
」
講
師
）

「
電
力
会
社
に
入
り
た
い
�
」。
私
の
就
職
活

動
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

が
広
く
、
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
、
人
の
役
に
立

つ
仕
事
が
出
来
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、電
力
会
社
を
志
望
し
て
い
た
た
め
、

他
の
業
界
の
エ
ン
ト
リ
ー
・
面
接
の
際
に
は
少
々

困
り
ま
し
た
。
面
接
担
当
者
は
人
事
の

プ
ロ
。
口
先
で
い
く
ら
き
れ
い
な
言
葉

を
並
べ
て
も
、
心
か
ら
そ
の
企
業
に
入

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

す
ぐ
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は

電
力
以
外
の
業
界
研
究
を
怠
っ
て
い
た

た
め
、
基
本
の
志
望
動
機
す
ら
満
足
に

答
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
就
職
活
動
に
お
い
て
、
事
前

の
準
備
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
は
、
素
直
に
話
を
す
る
の
が
一
番
で

す
。
し
か
し
、
話
を
す
る
こ
と
に
慣
れ

て
い
な
い
と
、
初
対
面
の
面
接
担
当
者

に
自
分
の
良
さ
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
友
人
や
先
輩
、両
親
な
ど
、

身
近
な
人
を
相
手
に
練
習
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
恥
ず
か
し
が
ら

ず
、
自
分
の
い
い
所
を
精
一
杯
ア
ピ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
で
は
い
ま
、
オ
ー
ル
電
化
普
及

の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
営

業
を
し
て
い
ま
す
。
１
年
目
の
夏
か
ら

一
人
で
仕
事
を
任
さ
れ
、
最
初
は
戸
惑

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
現

在
の
環
境
は
と
て
も
刺
激
的
で
、
充
実

し
た
毎
日
で
す
。
就
職
活
動
は
自
分
自

身
を
見
つ
め
直
す
と
て
も
良
い
機
会
。

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
時
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
自
信
を
持
っ
て
前
向
き
に

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
一
人
一
人

に
合
っ
た
企
業
が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま

す
。
頑
張
っ
て
�

「
４０
社
近
く
受
け
ま
し
た
が
、
面
接
で
必
ず

聞
か
れ
る
の
は
『
志
望
動
機
』
と
『
学
生
時
代

に
何
を
し
て
き
た
か
』
の
二
つ
で
し
た
」
と
渡

辺
さ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る

た
め
、
小
学
校
の
時
に
ま
で
遡
っ
て
自
己
分
析

を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。「
人
と
関
わ
り
な
が
ら

成
長
し
た
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
知
り
た
い
」

「
自
分
自
身
を
売
り
に
し
た
い
」
と
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
た
こ
と
で
、
将
来
ど
う
い
う
仕
事

を
し
た
い
か
が
わ
か
っ
て
き
た
。「
自
己
分
析
は

一
晩
で
で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
時
期
に
し
っ
か
り
で
き
た

こ
と
で
自
信
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

２
年
生
の
時
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｋ

Ｇ
派
遣
枠
に
参
加
し
た
。
就
職
活
動
時
に
は
、

大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン

パ
ス
も
活
用
し
た
と
い
う
。

「
企
業
回
り
の
空
き
時
間
に
大
阪
梅
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
っ
た
り
、
友
達
と
情
報
交
換
し
励
ま
し

あ
っ
た
り
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
」
と
振
り
返

っ
た
。「
銀
行
で
は
自
分
を
指
名
し
て
も
ら
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
融
資
が
で
き
る
人
材
に
な

り
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
今
の
世
界
を
動
か
し
て
い
る
資
源
は
石
油

で
は
な
い
か
。
石
油
を
扱
う
仕
事
に
就
い
た
ら

面
白
そ
う
だ
…
…
」。
将
来
、
国
際
的
な
仕
事
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
、
新
聞
の
国
際
面
を
読
む

こ
と
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
た
。
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
記
事
を
読
む
う
ち
に
冒
頭
の
よ
う
に

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
新
聞
は
社
会

の
動
き
を
知
り
、
自
分
が
ど
ん
な
分
野
に
関
わ

り
た
い
の
か
を
考
え
る
た
め
に
役
に
立
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

た
だ
、
早
く
か
ら
石
油
業
界
に
絞
っ
て
企
業

を
回
っ
て
し
ま
い
、
後
で
貿
易
業
界
で
も
石
油

に
関
わ
る
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
時
に

は
す
で
に
締
切
が
過
ぎ
て
い
て
、
エ
ン
ト
リ
ー

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
苦
い
経
験
も
あ
る
。

「
後
悔
し
な
い
た
め
に
も
早
い
時
期
か
ら
新

聞
や
企
業
の
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
、
Ｏ
Ｂ
訪
問
な

ど
を
活
用
し
て
自
分
の
興
味
や
知
識
を
広
げ
た

ほ
う
が
い
い
」
と
今
村
さ
ん
。「
就
職
活
動
は
と

に
か
く
自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
。
落
ち
て
も

縁
が
な
か
っ
た
だ
け
、
企
業
に
見
る
目
が
な
い

ん
だ
、
く
ら
い
の
強
気
で
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
。

父
親
が
公
務
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
漠
然

と
地
方
公
務
員
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
３
年
の
春
に
受
講
し
た
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
国
家
�
種
・
地
方
上
級

公
務
員
試
験
対
策
講
座
」
で
職
種
の
説
明
や
講

師
か
ら
の
話
を
聞
く
う
ち
に
「
国
の
た
め
に
働

き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
夏
か
ら

「
国
家
�
種
・
公
務
員
試
験
対
策
講
座
」
も
受

講
。
本
格
的
に
国
家
�
種
公
務
員
試
験
の
準
備

に
取
り
掛
か
っ
た
。

「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
キ
ャ

ン
パ
ス
で
受
講
で
き
る
上
に
、受
講
料
も
安
い
。

授
業
の
内
容
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
講
師
が
担
当
し
て
い

て
質
も
高
い
ん
で
す
。
こ
れ
ら
の
講
座
を
効
率

よ
く
継
続
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
が
合
格

に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
柏
原
さ
ん
は

語
る
。
同
時
に
官
庁
の
説
明
会
に
積
極
的
に
参

加
し
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
け
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。「
試

験
対
策
は
想
像
以
上
に
大
変
で
す
。
大
事
な
の

は
十
分
な
対
策
を
立
て
る
こ
と
。
中
途
半
端
な

気
持
ち
で
公
務
員
試
験
を
受
け
な
い
こ
と
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。

柏
原
さ
ん
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度

を
利
用
し
て
経
済
学
部
と
法
学
部
の
両
学
部
を

卒
業
予
定
。
両
分
野
に
ま
た
が
っ
て
活
躍
で
き

る
国
家
公
務
員
を
目
指
す
。

�
�
求
め
る
人
材
像
は
？

ビ
ジ
ネ
ス
ド
メ
イ
ン
が
固
定
電
話

か
ら
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
へ
大
き
く
変

わ
っ
て
き
た
現
在
、「
固
定
観
念
に
捉

わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
」
と
、「
失
敗

を
恐
れ
な
い
行
動
力
」
を
持
っ
た
個

性
的
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
溢
れ
る
方

を
求
め
て
い
ま
す
。

�
�
面
接
で
学
生
の
ど
こ
を
み
て

い
ま
す
か
？

普
段
か
ら
何
を
考
え
、
ど
う
行
動

し
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
。
志
望

動
機
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
将
来
何

を
し
た
い
の
か
、
な
ぜ
そ
う
考
え
た

の
か
を
聞
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
入
社
し
た
い
」

で
は
な
く
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
入
社

し
て
コ
レ
が
し
た
い
」
と
い
う
動
機

が
な
に
よ
り
も
重
要
な
の
で
す
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
な
ら
で
は
の
将
来
性
、

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
使
命
感
な
ど
を
感

じ
取
り
、
自
身
の
将
来
に
つ
な
げ
、

入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
明
確
に
打
ち
出
せ
て
い
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
ね
。

�
�
企
業
を
知
る
方
法
は
？

就
職
と
は
「
結
婚
」
の
よ
う
な
も

の
で
、
相
思
相
愛
で
初
め
て
成
立
す

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
ま
ず
は
「
自
分
を
知
る
」
こ

と
。
自
分
を
深
く
理
解
し
、
自
身
の

判
断
基
準
を
し
っ
か
り
認
識
す
る
た

め
の
自
己
分
析
が
大
切
で
す
。
次
に

「
相
手
を
知
る
」
こ
と
。
企
業
研
究

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仕
事
の
醍
醐

味
、
働
く
喜
び
、
充
実
感
を
社
員
か

ら
直
接
聞
き
、
感
じ
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
入
社
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
と
つ
な
が
っ
て

い
る
か
？

入
社
後
の
活
躍
し
て
い

る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
ど
う
か
、

実
は
こ
れ
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
な

の
で
す
。

�
�
学
生
に
一
言

就
職
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
お
け
る
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
、
入
社
の
先
ま
で

含
め
て
就
職
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
に
触
れ
、
社
員
に
会

い
、
感
じ
取
っ
た
も
の
を
自
身
と
重

ね
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
将
来

の
あ
な
た
と
つ
な
が
る
も
の
が
き
っ

と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
第
２

回
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
９

月
２６
日
に
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
２７
日
に
Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
行

っ
た
。
両
日
と
も
会
場
は
就
職

活
動
を
控
え
る
３
年
生
・
Ｍ
１

生
で
満
席
と
な
り
、
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
や
自
己
紹
介
書
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
聞
き
入
っ
た
�
写
真
。「
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
過
去
の
経

験
を
通
し
て
現
在
の
自
分
が
ど

ん
な
人
間
に
な
っ
た
の
か
を
伝

え
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
社
会
と

ど
の
よ
う
に
接
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
そ
う
な
の
か
を
企
業
に

伝
え
る
手
段
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

や
課
外
活
動
に
自
分
が
ど
ん
な

関
心
を
持
っ
て
ど
う
か
か
わ
っ

て
き
た
か
。
そ
の
関
わ
り
方
を

通
し
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
成

長
し
た
か
を
意
識
し
て
書
い
て

く
だ
さ
い
」
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
弓
山
大
輔
さ
ん
は
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
。

７
月
と
９
月
に
約
２
０
０
社

を
訪
問
し
て
人
事
部
採
用
担
当

者
と
懇
談
し
て
き
た
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
「
企
業
が
採
用

活
動
の
中
で
学
生
に
期
待
し
て

い
る
の
は
、
学
生
自
身
が
多
面

的
に
自
分
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

る
か
。
次
に
自
分
ら
し
さ
が
あ

る
か
。
最
後
に
、
本
当
に
こ
の

企
業
に
入
り
た
い
と
い
う
本
気

度
」
と
分
析
す
る
。「
多
面
的
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
積
極
性
や
実
行
力
、
協
調
性

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
と
ど
ま

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

言
葉
を
多
様
な
経
験
で
説
明
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
す
る
こ
と

が
大
事
。
自
分
の
持
ち
味
で
あ

れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
そ
れ

が
表
現
で
き
る
は
ず
だ
か
ら
で

す
。
自
分
ら
し
さ
で
は
、
自
分

の
強
み
を
発
揮
し
た『
具
体
例
』

を
記
す
こ
と
で
説
得
力
を
も
っ

て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
具
体
例
こ
そ
が
自
分
の
さ
ま

ざ
ま
な
持
ち
味
を
読
み
手
に
感

じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

た
め
の
抽
出
作
業
を
今
か
ら
や

っ
て
欲
し
い
」
と
続
け
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
各
種

セ
ミ
ナ
ー
や
個
人
面
談
も
実
施

し
て
お
り
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
十

分
に
活
用
し
て
就
職
活
動
を
力

強
く
進
め
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
る
。

■「P
lacem

entM
anual

２
０
０
８
」
就
職
活
動
の
手
引

き（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
発
行
）

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方

法
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
紹
介

■
「
自
分
を
見
つ
め
る
」
〜
自

己
Ｐ
Ｒ
編
〜
（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
発
行
）

自
己
分
析
を
す

る
に
あ
た
り
ヒ
ン
ト
と
な
る
材

料
を
盛
り
込
ん
だ
冊
子
。
活
動

中
は
も
ち
ろ
ん
、
内
定
獲
得
後

も
自
分
と
対
話
で
き
る
よ
う
構

成
さ
れ
て
い
る
。
他
に
「
志
望

動
機
編
」
も
あ
り
、
１１
月
１４
〜

１６
日
開
催
の
「
企
業
研
究
の
始

め
方
セ
ミ
ナ
ー
」
で
配
布
予
定

■
先
輩
名
簿

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
本
人

確
認
の
上
、
閲
覧
可
能
。
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
訪
問
を
積
極
的
に
行
お

う
。

■
キ
ャ
リ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム（h

ttps���w
ebcar.k

w
an

sei.ac.jp�

）

大
学
に
届
け
ら
れ
た
求
人
情

報
や
企
業
の
本
学
か
ら
の
採
用

実
績
、
学
内
で
の
企
業
セ
ミ
ナ

ー
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
情
報
の
検

索
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
。
先
輩
の
就
職
活

動
体
験
報
告
書
「placem

e
n
t
report

」も
本
シ
ス
テ
ム

で
閲
覧
可
能
。
各
企
業
の
具
体

的
な
採
用
試
験
の
プ
ロ
セ
ス
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

就
職
や
進
学
に
か
か
わ
ら
ず

３
年
生
・
Ｍ
１
生
は
全
員
キ
ャ

リ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム
で
進
路
希

望
登
録
を
す
る
こ
と
。

■
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
資
料
室

企
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
求
人

情
報
、
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の

案
内
や
就
職
関
係
書
籍
が
配
備

さ
れ
て
い
る
。

�
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
東

京
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス
�

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
や
就
職
関

係
資
料
の
閲
覧
が
可
能
。
就
職

活
動
中
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
も
有
効
だ
。
大
阪
梅
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
活
動
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
２
月
頃
に
な
る
と
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

が
駐
在
し
、
個
人
面
談
も
受
け

付
け
る
。
東
京
丸
の
内
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
慣
れ
な
い
東
京
で
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

夜
行
バ
ス
で
東
京
に
到
着
後
、

荷
物
な
ど
を
預
け
、
活
動
に
専

念
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
東
京

駅
か
ら
１
分
と
い
う
好
立
地
、

ぜ
ひ
利
用
し
よ
う
。

教
務
部
生
涯
学
習
課
で
は
、

資
格
取
得
や
就
職
対
策
に
役
立

つ
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
開
講
し
て
い
る
。

場
所
は
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
・
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｋ

Ｓ
Ｃ
）
・
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
平
日

の
５
限
目
以
降
や
、
土
曜
日
を

中
心
に
実
施
。
公
務
員
講
座
や

就
職
試
験
対
策（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）、
公

認
会
計
士
入
門
、
マ
ス
コ
ミ
志

望
学
生
の
た
め
の
小
論
文
講
座

な
ど
２９
講
座
が
あ
る
。
今
か
ら

申
し
込
め
る
講
座
は
表
を
参
照
。

※
講
座
の
実
施
日
程
や
時
間
等

の
詳
細
、
ま
た
、
既
に
開
始
し

て
い
る
講
座
の
情
報
な
ど
に
つ

い
て
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
付
（
上
ケ
原
�

大
学
院
１
号
館
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ⅰ
号

館
）
で
確
認
す
る
こ
と
。

※
実
施
会
場
や
時
間
等
の
詳
細
事
項
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
、
学
部
掲
示
板
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム
で
確
認
す
る
こ
と

今からでも申し込みができるエクステンションプログラム

募集締切

１０／３０

１０／３１

１１／２

１１／９

１２／３

１２／７、
０８／２／２９
１２／７、
０８／２／２９
０８／２／
８

１１／１

１１／１２

１１／２０

０８／２／
１２

日程・受講料など

１１／９～ 全７回（５，０００円）
◆講座説明会１０／２３実施
１１／１２～ 全７回（５，０００円）

１１／１０～ 全６回（１７，０００円）

１１／１８～ 全３回（４，５００円）

１２／５ （１，４００円）

１２／１５、０８／３／１（各回４，３００円）

１２／１６、０８／３／２（各回４，３００円）

０８／２／１５～全１１回（３２，０００円）

１１／１０～０８／５／２４ 全２１回
（９０，０００円）
◆講座説明会１０／２６実施
１１／１９～ 全２６回（６０，０００円）
◆講座説明会１０／２５，１１／６実施
１１／２７～ 全２６回（６０，０００円）
◆講座説明会１０／２５，１１／６実施
２／１８～全３５回（４７，０００円）
◆講座説明会１１／７実施
申し込み１週間程度で受講開始
３ヶ月１５，７００円
申し込み１週間程度で受講開始
１０，８００円
申し込み１週間程度で受講開始
３ヶ月７，５００円 １ヶ月３，０００円
申し込み１週間程度で受講開始
１年間 ４０，０００円

場所

西宮上ケ原

ＫＳＣ

西宮上ケ原

大阪梅田

西宮上ケ原
ＫＳＣ

西宮上ケ原・ＫＳＣ

大阪梅田

西宮上ケ原
大阪梅田

西宮上ケ原

西宮上ケ原

西宮上ケ原

西宮上ケ原

講座名

就職試験（筆記試験）対策：
常識問題講座

就職支援：マスコミ志望学生
のための小論文講座
就職試験（ＳＰＩ）対策：ス
コアアップ講座

ＳＰＩ模擬試験

ＴＯＥＩＣ ＩＰテスト

ＴＯＥＩＣ対策対策講座：春
季集中コース

中小企業診断士講座（１次対
策）

税理士（簿記論）講座

税理士（財務諸表論）講座

日商簿記２級講座

証券外務員二種資格試験対策
講座（ｅ―ｌｅａｒｎｉｎｇ）
証券アナリスト基礎講座
（通信・ｅ―ｌｅａｒｎｉｎｇ）
３級ＦＰ技能士講座
（ｅ―ｌｅａｒｎｉｎｇ）
２級ＦＰ技能士（兼ＡＦＰ）
講座（ｅ―ｌｅａｒｎｉｎｇ）

企
業
の
人
事
部
は
こ
う
見
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
人
事
部
人
事

第
一
部
門
採
用
人
事
担
当
主
査

岡
本

尚
也
さ
ん

何
を
考
え
、
ど
う
行
動
し
て
き
た
か

３年生へＯＢ・内定者からメッセージ
自
己
分
析
繰
り
返
し
た

渡辺 貴行さん（総４）
三井住友銀行に内定

新
聞
を
読
む
こ
と
か
ら
始
め
た

今村 太郎さん（総４）
石油資源開発に内定

役
立
っ
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

柏原 伸彦さん（法４）
国家�種公務員試験合格

造幣局に内定

東京電力０６年入社、多摩支店
営業部生活営業グループ

「
入
り
た
い
�
」の
強
い
意
志
あ
れ
ば

入江 真由さん
（０６年法学部卒）

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講

今
か
ら
申
し
込
め
る
実
用
講
座
も

新
聞
は
情
報
の
宝
庫
大
い
に
活
用
し
よ
う

�
�
石
井

晃
さ
ん
（
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
）
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関
学
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
、
最
も
長
い

歴
史
を
持
つ
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｅ
Ａ
Ｓ

Ｅ
）」が
３０
周
年
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
記
念
し
た
行
事
が
８

月
１７
日
か
ら
１９
日
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
サ
テ
ィ
ヤ

・
ワ
チ
ャ
ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
大
学（
サ
大
）で
開
か
れ
た
。

そ
の
模
様
を
報
告
す
る
。

（
広
報
室
・
井
上
美
香
）

記
念
行
事
に
は
、
１
９
８
５

年
に
引
率
教
員
と
し
て
参
加
し

て
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｅ
に
携
わ
っ
て
き
た
平
松
一

夫
学
長
や
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
開
始
当
初

か
ら
両
大
学
の
交
流
に
貢
献
し

て
き
た
ウ
ィ
リ
ー
・
ト
イ
ス
タ

元
サ
大
学
長（
本
学
名
誉
博
士
）

を
は
じ
め
、
現
役
学
生
や
同
窓

生
ら
約
９０
人
が
参
加
。
３０
年
の

活
動
を
振
り
返
り
今
後
の
将
来

を
展
望
す
る
た
め
、
平
松
学
長

と
ト
イ
ス
タ
元
サ
大
学
長
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
続
き
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
両
大
学
の
同
窓
会
組
織

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」「
参

加
費
を
払
え
な
い
た
め
に
参
加

を
断
念
す
る
学
生
を
同
窓
会
が

財
政
的
に
支
援
で
き
な
い
か
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
。
平
松
学
長
は

「
世
代
を
超
え
て
多
く
の
方
が

集
い
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
目
指
す
べ

き
も
の
に
つ
い
て
有
意
義
な
議

論
が
で
き
た
。
提
案
で
終
わ
ら

せ
ず
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
総
括
。
そ
れ
を

受
け
て
ト
イ
ス
タ
元
サ
大
学
長

も
「
ど
の
提
案
も
実
現
し
得
る

も
の
ば
か
り
。
サ
大
側
と
し
て

も
、
同
窓
会
組
織
化
に
力
を
入

れ
た
い
」
と
呼
び
掛
け
、
サ
大

同
窓
会
の
会
長
と
副
会
長
が
選

ば
れ
た
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
、
１
年
ご
と
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
を
交
互

に
会
場
と
し
、
サ
大
と
本
学
の

学
生
各
１２
人
が
約
２
週
間
、
寝

食
を
共
に
し
、
共
同
研
究
な
ど

を
通
じ
て
お
互
い
の
文
化
や
価

値
観
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を

深
め
る
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

毎
年
８
月
に
実
施
し
て
い
る
。

７７
年
に
当
時
の
Ｍ
・
Ｅ
・
リ
ー

ム
ズ
本
学
文
学
部
教
授
が
知
り

合
い
の
Ｄ
・
キ
ン
グ
・
サ
大
教

授
の
元
へ
関
学
生
１０
人
を
連
れ

て
訪
れ
、
サ
大
の
学
生
ら
と
交

流
の
場
を
持
っ
た
の
が
始
ま
り

で
、
こ
れ
ま
で
に
両
大
学
合
わ

せ
て
約
６
０
０
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
き
た
。
卒
業
生
の

な
か
に
は
参
加
者
同
士
で
国
際

結
婚
し
た
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
日
本
料
理
屋
を
経
営
す
る
人

の
ほ
か
、
国
連
機
関
や
外
務
省

を
は
じ
め
、
香
港
や
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
な
ど
世
界
各
地
で
活
躍
す

る
人
も
多
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

開
催
年
に
は
同
窓
会
メ
ン
バ
ー

が
現
役
生
の
壮
行
会
を
開
催
。

９８
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
経
済

危
機
が
起
こ
り
、
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
た
時
に
は
同
窓
会
で
募
金

を
集
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
を

支
援
し
た
こ
と
も
あ
る
。

「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
仲
間
は
家
族

の
よ
う
な
も
の
。
仕
事
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
行
け
ば
、
現
地
の

仲
間
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
７８
、
７９
年
に
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｅ
に
参
加
し
、
関
学
側
の
同

窓
会
長
を
務
め
る
松
原
武
夫
さ

ん
。今

年
も
両
大
学
の
現
役
学
生

が
自
国
の
文
化
を
歌
や
踊
り
で

披
露
す
る
「
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
催

さ
れ
、
学
生
ら
が
５
月
か
ら
練

習
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

伝
統
舞
踊
や
ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど

を
披
露
。
７
月
に
本
学
に
来
学

し
た
サ
大
合
唱
団
も
登
場
し
た
。

会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、

出
演
し
た
学
生
た
ち
に
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
最
終
日
に
は
亡
く
な
っ
た

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
関
係
者
を
追
悼
す
る

礼
拝
も
行
わ
れ
、
３０
年
間
の
軌

跡
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
振
り

返
っ
た
。

今
年
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｅ
に
学
生
代

表
と
し
て
参
加
し
た
渡
辺
雄
太

さ
ん
（
文
４
）
は
「
Ｏ
Ｂ
の
方
々

が
私
た
ち
を
新
し
い
家
族
の
よ

う
に
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
つ
な
が
り
を

も
っ
と
強
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
」。サ
大
側
の
学
生
代
表
の

Ｉ
ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｅ
ｌ

Ｙ
ｕ
ｗ
ｏ

ｎ
ｏ
さ
ん
も
「
昨
年
に
続
き
２

回
目
の
参
加
で
す
が
、
家
族
の

よ
う
な
雰
囲
気
が
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
の
魅
力
。
と
に
か
く
参
加
す

れ
ば
こ
の
気
持
ち
は
分
か
る
は

ず
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し

て
い
る
。

３０周年記念行事の参加者たち

世
界
の
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
学
生
団
体
、「
関
西

学
院
上
ケ
原
ハ
ビ
タ
ッ
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
２９
人
が
、

自
転
車
で
全
国
の
高
校
を
回
り
、
高
校
生
に
世
界
の

貧
困
問
題
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
「
ち
ゃ
り

ん
こ
プ
レ
ゼ
ン
２
０
０
７
」
を
９
月
５
日
か
ら
１５
日

に
か
け
て
実
施
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
今
回
が
３
回
目
。
和
歌
山
県
串

本
町
と
広
島
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
西
宮
を
目
指
し
て
自
転
車
を
こ

い
だ
。
広
島
女
学
院
や
和
歌
山
県
田
辺
市
の
田
辺
高

校
な
ど
計
七
つ
の
高
校
を
訪
問
し
、
姫
路
の
「
Ｆ
Ｍ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
」な
ど
各
地
の
ラ
ジ
オ
局
に
も
出
演
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
家
づ
く
り
や
学
校
や
孤
児
院
と
の

文
化
交
流
、
物
資
支
援
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

訪
問
先
の
高
校
で
は
「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の

村
だ
っ
た
ら
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、「
１
０
０
人
の
う
ち
２５
人
は
雨
露
を
し
の
ぐ
場
所

が
な
く
、
２
人
は
家
が
な
い
」な
ど
世
界
の
住
環
境
、

食
料
分
配
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
高
校
生
に
貧
困
問

題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
た
。

広
島
や
和
歌
山
の
７
高
校
へ

さ
ら
に
今
年
は
、
出
会
っ
た
人
に
は
メ
ン
バ
ー
で

編
ん
だ
ミ
サ
ン
ガ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
出
会
い
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
た
。
代
表
の
冨
永

浩
介
さ
ん
（
法
３
）
は
、「
自
転
車
を
こ
ぐ
の
は
辛
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
仲
間
や
周
り
か
ら
の
多
く
の
声

援
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
振
り
返
っ
た
。

活
動
の
様
子

グループディスカッションの様子

関
西
学
院
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
）
は

８
月
、
７
月
１６
日
に
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
沖
地
震
被
災
者
支

援
の
た
め
に
「
Ｋ

Ｇ
災
害
救
援
支
援

隊
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」
を

発
足
さ
せ
た
。

中
心
メ
ン
バ
ー

は
約
１０
人
。
募
金

活
動
を
阪
急
西
宮

北
口
駅
付
近
で
行

い
、
集
ま
っ
た
義

捐
金
約
６
万
円
を

新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会

に
送
金
し
た
。
市

民
活
動
団
体
の
復

興
活
動
な
ど
に
使

わ
れ
る
予
定
と
い

う
。さ

ら
に
夏
休
み

期
間
中
、
３
班
に

分
か
れ
て
新
潟
県
刈
羽
村
に
入

り
、
地
元
の
大
学
生
ら
と
共
に

仮
設
住
宅
の
お
年
寄
り
向
け
に

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
補
助
を
し

た
り
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

買
い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

り
し
た
。

Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
前
身
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
時
に
緊
急
支
援
を

目
的
に
発
足
し
た
「
関
西
学
院

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」。

現
在
は「
学
童
保
育
ひ
ま
わ
り
」

と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
か
ら
成
り
、
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
呼
び
掛
け
人
、

山
本
亜
沙
美
さ
ん
（
社
２
）
�

写
真
右
下
�
は
「
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
原

点
は
災
害
時
の
緊
急
支
援
。
そ

の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」

と
、
今
回
の
災
害
支
援
に
取
り

組
ん
だ
。
山
本
さ
ん
た
ち
に
と

っ
て
は
今
回
が
初
め
て
の
被
災

地
支
援
だ
っ
た
が
、
何
か
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
乗
り
切
っ
た
と
い
う
。「
緊

急
支
援
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
や
知
識
習
得
な
ど
課
題

は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
一
つ
一

つ
解
決
し
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
学
生
団
体「
エ
コ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
関
西
学
院
」

の
顧
問
を
務
め
る
今
泉
信
宏
総
合
政
策
学
部
教
授
が
８

月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
マ
ゲ
ッ
テ
ィ
市
へ
の
長
期
に

わ
た
る
居
住
問
題
改
善
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
認
め
ら
れ
、
現
地
の
市
議
会
か
ら
名
誉
市
民
権
が
授

与
さ
れ
た
。

今
泉
教
授
は
市
議
会
で
「
デ
ュ
マ
ゲ
ッ

テ
イ
市
の
招
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
関
学
生
を
引
率
し
、

家
の
建
設
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
名

誉
市
民
権
を
現
役
生
、
ま
た
数
百
に
も
及
ぶ
卒
業
生
の

代
表
と
し
て
頂
き
、
今
後
も
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
懸

け
橋
に
な
れ
る
よ
う
務
め
た
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

「
エ
コ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
関
西
学
院
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
様
子
は
デ
ュ
マ
ゲ
ッ
テ
ィ
市
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
�
Ｃ
Ｂ

Ｎ
で
放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
マ
ニ
ラ
で
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「up
to
you

」
の
学
生
ら

が
１０
月
２８
日
、
宝
塚
市
に
あ
る

身
体
障
害
者
支
援
施
設
「
は
ん

し
ん
自
立
の
家
」
で
車
い
す
生

活
を
送
る
５
人
と
と
も
に
甲
山

へ
登
る
。
車
い
す
１
台
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
の
に
、
少
な
く
と
も

１０
人
体
制
で
臨
む
必
要
が
あ
る

た
め
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を

求
め
て
い
る
。

こ
の
試
み
は
今
年
で
２
回
目
。

昨
年
、
メ
ン
バ
ー
が
同
施
設
を

訪
れ
た
際
、「
い
つ
も
窓
か
ら
見

え
る
甲
山
に
登
り
た
い
」
と
い

う
声
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
始
ま
っ
た
。
ワ
ン
ダ

ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
学
生
や
理

学
療
法
士
の
協
力
も
得
て
３０
人

ほ
ど
が
参
加
。
約
１
時
間
か
け

て
車
い
す
を
交
代
で
担
ぎ
な
が

ら
、
登
頂
に
成
功
し
た
。

こ
の
経
験
を
基
に
、
今
年
も

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
実
際
に

車
い
す
を
担
い
で
甲
山
に
登
る

練
習
の
ほ
か
、
ど
う
す
れ
ば
安

全
に
車
い
す
を
運
べ
る
か
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。
安
全
を

期
す
た
め
に
は
、
７０
人
の
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
い
い
、

支
援
者
の
募
集
に
も
追
わ
れ
て

い
る
。
責
任
者
の
中
川
知
哉
さ

ん
（
社
３
）
は
、「
自
分
が
力
と

な
る
こ
と
で
、
一
緒
に
喜
び
を

分
か
ち
合
え
る
。
一
人
で
も
多

く
の
人
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
希
望

者
は
、
２６
日
ま
で
に
中
川
さ
ん

（afro.slow
d
ow
n�
z

@
softban

k
.n
e.jp

）
ま

で
。

山登りの様子（昨年度）

ささららななるる交交流流誓誓うう
サ
テ
ィ
ヤ
・
ワ
チ
ャ
ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
大
で
記
念
行
事

同
窓
会
組
織
を
強
化
し
よ
う

Ｋ
Ｇ
災
害
救
援
支
援
隊
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
発
足

ＨＳＣ

インドネシア交流セミナー３０周年

中
越
沖
地
震
被
災
者
支
援
で

サポートスタッフ参加呼びかけ
身体障害者と車いすで甲山登山

自自
転転
車車
でで
世世
界界
のの
貧貧
困困
問問
題題
アア
ピピ
ーー
ルル
エ
コ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
関
西
学
院
顧
問

今
泉
信
宏
教
授
に
名
誉
市
民
権

比
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

上
ケ
原
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
２９
人
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人�ひと� ひと�

体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
８
月
２４
日
、
米
プ

ロ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
日

本
法
人
「
Ｎ
Ｆ
Ｌ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」（
町
田
光
代
表
）
と
地
域
貢

献
、
選
手
育
成
な
ど
で
相
互
協

力
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

同
部
は
今
年
か
ら
、
西
宮
市

内
の
小
学
校
で
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
い
た
り
、

地
域
住
民
や
兵
庫
県
内
在
住
の

小
学
生
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
設
立
す
る
な

ど
、
地
域
貢
献
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｆ
Ｌ
は
こ
れ
ら

の
活
動
に
必
要
な
ボ
ー
ル
や
フ

ラ
ッ
グ
な
ど
の
備
品
を
同
部
に

提
供
す
る
。

ま
た
、
日
本
人
Ｎ
Ｆ
Ｌ
選
手

誕
生
を
目
指
し
「
Ｎ
Ｆ
Ｌ
選
手

育
成
コ
ー
ス
」
を
両
者
で
推
進

す
る
。
対
象
者
は
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
認

定
を
受
け
た
関
学
生
で
、
４
学

年
で
最
大
４
人
を
選
定
す
る
。

大
学
で
の
練
習
の
ほ
か
、
米
有

力
大
学
の
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
、

英
語
レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
通
し
て
、

Ｎ
Ｆ
Ｌ
で
通
用
す
る
技
術
と
英

語
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。
初

年
度
の
対
象
者
に
は
、
松
原
弘

樹
さ
ん
（
商
１
）
�
写
真
�
が

選
ば
れ
た
。

関
西
学
院
大
学
も
８
月
、
Ｎ

Ｆ
Ｌ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
教
育
、

研
究
面
で
連
携
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
す
で
に
こ
の
春
学
期

に
開
講
し
た
総
合
コ
ー
ス
「
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
最
前

線
」
の
講
師
に
町
田
代
表
を
招

く
な
ど
、
両
者
の
連
携
は
す
で

に
進
ん
で
い
る
。
来
年
度
以
降

は
、
来
春
開
設
の
人
間
福
祉
学

部
の
講
座
な
ど
に
も
Ｎ
Ｆ
Ｌ
か

ら
講
師
の
招
聘
を
検
討
し
て
い

る
。

ア
メ
フ
ッ
ト
部
は
７
月
、
地
元
小

学
生
を
対
象
に
し
た
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
上
ヶ
原
ブ
ル
ー
ナ

イ
ツ
」
を
設
立
し
た
。
地
域
の
青
少

年
の
健
全
な
育
成
と
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
が
主
な
目
的
。

同
１５
日
か
ら
第
３
フ
ィ
ー
ル
ド
内
の

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
で
練

習
を
開
始
し
、
９
月
現
在
で
５４
人
の

子
ど
も
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ナ
イ
ツ
の
拠
点
は
同
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
で
顧
問
に

は
ア
メ
フ
ッ
ト
部
長
の
芝
野
松
次
郎

社
会
学
部
教
授
、
副
顧
問
に
は
監
督

の
鳥
内
秀
晃
氏
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に

は
岡
本
浩
治
氏
（
７９
年
法
卒
）
が
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
練
習
は
毎
週
日

曜
日
午
前
に
行
い
、
同
部
Ｏ
Ｂ
が
中

心
と
な
っ
て
指
導
す
る
。
現
役
学
生

も
補
助
し
て
い
る
。
小
中
学
生
の
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
「
チ
ェ
ス
ナ
ッ

ト
リ
ー
グ
」
へ
の
加
盟
を
進
め
て
お

り
、
来
季
か
ら
公
式
試
合
に
出
場
す

る
予
定
だ
。

岡
本
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は
「
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
て
心
身
を
鍛
え
、
友

達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

一
新
し
た
第
２
フ
ィ
ー
ル
ド

エコバッグ販売通じて国際協力も
エコハビタットに所属する梅澤皓平さん（総２）は、
エコバッグの販売を通じて、国際協力のフェアトレー
ドの広報活動をしている。レジ袋有料化で多くの人が
環境問題に関心
を持つようにな
り、マイバッグ
運動が動き始め
ている。そのよ
うな中、発展途
上国で作られた
エコバッグを販
売することで環
境問題を考え、
同時に国際協力
も考える機会を作りたいと企画を立ち上げた。「一人で
も多くの人とコミュニケーションをとりながら、協力
を求めたい」と目を輝かせる。８月に西日本地区をサ
イクリングで移動し、スーパーなどの店頭で販売した。
「自分たちだけがボランティアを行うのではなく、

地域の人を巻き込んだボランティアこそが必要」と思
いを語ってくれた。

里親のつもりで古里・桑野川の世話を
生まれ育った徳島県阿南市を流れる桑野川のアドプ
ト・プログラムに参加する尾�美和さん（社４）。「アド
プト」とは養子縁組という意味で、アドプト・プログラ

ムは里親になったつもり
で川や道路などの世話を
すること。自分たちが世
話をする区域に看板を立
て、清掃活動などをする。
桑野川流域では、地域

の子ども会や企業、町内
会などの団体が約１�ご
とに担当。尾�さんは、
住民と行政の間に立って
「ＫＲＡＳＴ」という組
織でコーディネートする
役割を果たしている。
小学生の時、環境問題

に興味を持ち、高校の総
合学習でごみ問題を研究した。高校３年の時にアドプ
ト運動に携わり、地元を離れた現在も月に１、２回徳
島に帰って活動をしている。卒業論文もこれまでの活
動を基に「村組織と川について」をテーマに選んだ。
「アドプト活動をして古里を誇れるようになった。

みんなにもそう思ってもらいたい」と話す。

第
２
フ
ィ
ー
ル
ド
�
写
真
上

�
が
９
月
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
ラ
グ
ビ
ー
競
技
場
の
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、
ロ
ン
グ
パ

イ
ル
人
工
芝
を
敷
き
つ
め
た
。

芝
生
の
下
の
多
層
構
造
の
ゴ
ム

チ
ッ
プ
が
ア
ス
リ
ー
ト
の
足
腰

へ
の
負
担
を
緩
和
す
る
。
陸
上

競
技
場
は
日
本
陸
連
公
認
の
第

４
種
４
０
０
�
ト
ラ
ッ
ク
と
な

り
、
公
式
記
録
を
取
る
こ
と
も

可
能
だ
。

中
央
に
は
、
校
章
の
三
日
月

が
あ
し
ら
わ
れ
、
芝
の
グ
リ

ー
ン
と
ト
ラ
ッ
ク
の
ブ
ル
ー

が
色
鮮
や
か
に
映
え
る
。
ナ
イ

タ
ー
設
備
も
完
備
し
、
快
適
な

ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
整
え
ら
れ

た
。第

２
フ
ィ
ー
ル
ド
は
大
学
や

高
・
中
部
の
正
課
授
業
で
利
用

す
る
ほ
か
、
ラ
グ
ビ
ー
部
や
陸

上
競
技
部
が
練
習
場
と
し
て
利

用
す
る
予
定
。

国
際
教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー
は
言

語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、
留
学
生
の
こ
と
を
よ
り
広
く
知

っ
て
も
ら
い
、
交
流
の
機
会
を
増
や

そ
う
と
７
月
２
日
か
ら
６
日
に
か
け

て
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
題
し
た
初

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

期
間
中
、
留
学
生
が
日
ご
ろ
日
本

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
か
を
日
本
語
で
発
表
す
る
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
日
本
の

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ（
か
っ
こ
い
い
）」な
と
こ

ろ
を
写
真
と
文
章
で
紹
介
す
る
「
交

換
学
生
が
見
た
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
展
」
を
開
催
し
た
�
写
真
。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
学
部

留
学
生
、
交
換
学
生
あ
わ
せ
て
１０
人

が
参
加
し
た
。
日
本
語
を
学
ん
で
１

年
未
満
の
交
換
学
生
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
が
、
全
員
が
流
暢
な
日
本
語
を

披
露
。
中
に
は
「
現
代
日
本
語
に
お

け
る
古
語
と
古
い
表
現
の
使
い
方
」

な
ど
難
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究

発
表
す
る
学
生
も
登
場
し
、
訪
れ
た

人
々
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

ポ
ス
タ
ー
展
示
で
は
「
洋
服
を
着

た
犬
」
や
「
道
で
酔
っ
払
っ
て

眠
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

姿
」
な
ど
、
留
学
生
な
ら
で
は

の
目
線
で
日
本
の
お
も
し
ろ
さ

が
紹
介
さ
れ
た
。
会
場
を
訪
れ

た
吉
田
由
佳
さ
ん
（
文
４
）
は

「
日
本
の
文
化
の
面
白
さ
に
逆

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」
と
い

う
。国

際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
室
の

高
田
亨
・
特
別
契
約
准
教
授
は

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
ぜ
ひ
継
続

さ
せ
て
、
学
内
の
国
際
化
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
話

し
た
。

定
藤
繁
樹
経
営

戦
略
研
究
科
教
授

が
担
当
す
る
学
際

ゼ
ミ「
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
創
世
塾
」

の
学
生
ら
が
９
月

１３
〜
２３
日
の
期

間
、阪
急
夙
川
駅

前
に
あ
る
「
夙
川

グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
」
の
店
舗
を
利
用
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
や
雑
貨
を
売

る
実
験
店
舗「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｎ
ａ
ｍ
」
を
開
い
た

�
写
真
。起
業
訓
練
を
兼
ね
た
授
業
で
、学
際
ゼ
ミ
と
し
て

は
初
め
て
の
試
み
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ベ
ト
ナ
ム
留
学
生
の
ゴ
ー
・
タ
ン
・
ト

ゥ
ン
さ
ん
（
商
２
）
ら
が
作
る
生
春
巻
き
や
カ
レ
ー
、
シ

ン
ト
ー
（
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
）
な
ど
。
１６
日
に
は
ア
オ

ザ
イ
シ
ョ
ー
な
ど
も
開
き
、
集
客
に
つ
な
げ
た
。

売
上
げ
は
４７
万
円
と
目
標
の
３５
万
円
を
大
き
く
上
回
っ

た
が
、「
改
善
す
べ
き
点
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
」
と
代
表
の
西

本
早
希
（
社
２
）
さ
ん
。「
創
世
塾
」
は
、
今
回
の
経
験
を

踏
ま
え
、
Ｋ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀

賞
獲
得
を
目
指
す
と
い
う
。

「
阪
神
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

つ
な

ぐ
想
い
―

１
・
１７
―（
全
５
回
・

読
売
新
聞
主
催
）」の
第
１
・
２

・
５
回
に
関
学
大
の
聖
歌
隊
ら

が
参
加
し
、
震
災
の
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
と
と
も
に
復
興
に
か

か
わ
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
。

▽
第
１
回
�
１０
月
２３
日
１７
時

〜
（
西
宮
上
ケ
原
ラ
ン
バ
ス
記

念
礼
拝
堂
）
関
西
学
院
聖
歌
隊

に
よ
る
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
▽

第
２
回
�
１１
月
２４
日
１４
時
〜（
阪

急
西
宮
北
口
駅
前
ア
ク
タ
広
場
）

関
西
学
院
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

に
よ
る
路
上
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
▽
第
５
回
�
０８
年
１
月
１７
日

１９
時
〜
（
神
戸
国
際
会
館
こ
く

さ
い
ホ
ー
ル
、
有
料
）
聖
歌
隊

・
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
他
出
演
。

地域貢献、選手育成で相互協力
アメリカンフットボール部がNFL JAPANと協定締結

Ｎ
Ｆ
Ｌ
目
標
に
英
語
教
育
も

�創世塾�がベトナム料理店
学際ゼミ初の試み 起業訓練兼ねた授業

初
の�
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
�
交
流
深
め
て

驚
き
の
ス
ピ
ー
チ
や
日
本
文
化
捉
え
た
ポ
ス
タ
ー

関
学
大
も
協
定
締
結

第
２
フ
ィ
ー
ル
ド
を
一
新

震
災
コ
ン
サ
ー
ト
に
関
学

聖
歌
隊
・
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

教
育
、
研
究
面
で

陸
上
競
技
場
は
陸
連
公
認
ト
ラ
ッ
ク
に

５
回
シ
リ
ー
ズ
の
１

・
２
・
５
回
に
参
加

小
学
生
よ
�
上
ヶ
原
ブ
ル
ー
ナ
イ
ツ
�
に
集
ま
れ
ー

タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
現
在
５４
人
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記
録

記
録記
録

課
外
活

動
のの

じ

き

「
神
は
す
べ
て
を
時
宣
に
か
な
う
よ
う
に
造
り
、
ま
た
、
永
遠
を
思
う
心
を

人
に
あ
た
え
ら
れ
る
。」

（
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉

３
�
１１
）

私
に
と
っ
て
こ
の
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
は
旧
約
聖
書
の
な
か
で
も
一
番
美
し
い
言
葉
の
一
つ
で

あ
る
。
人
間
は
結
局
己
の
こ
と
、
ま
た
身
の
周
り
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
、
ま
た
考
え
よ
う
と

し
な
い
。
そ
こ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
発
生
し
て
く
る
こ
と
は
周
知
の
如
し
。
し
か
し
神
は『
永

遠
を
思
う
心
を
人
に
与
え
ら
れ
た
』
と
あ
る
。『
永
遠
と
は
何
気
な
く
遠
い
先
の

こ
と
を
夢
見
る
』
こ
と
で
は
な
く
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

に
目
を
や
り
、
ま
た
自
分
以
外
の
者
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
、
世
界
の
現
状
に

想
い
を
は
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
神
が
歴
史
の
先
導
者
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
た

と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
、
今
こ
の
己
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
実
行
し
な

が
ら
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
総
合
政
策
学
部
教
授
・
宗
教
主
事

今
泉
信
宏
）

２
０
０
７
年
度
の
新
月
祭
が

１０
月
２７
、
２８
日
に
Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
、

１１
月
２
〜
４
日
に
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か

れ
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
�L

ove
ou
r
life
in
K

G

〜
か
け
が
え
な
の
な
い
日
々

〜
�。関
学
生
一
人
一
人
が
関
学

で
過
ご
す
学
生
生
活
を
愛
し
、

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
い
る
。

Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
は
１０
月
２７
日
に
元

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
大
八
木

淳
史
氏
の
講
演
会
が
、
２８
日
に

は
お
笑
い
ラ
イ
ブ
「O

H
!!

W
A
!!
L
IV
E
in
K
SC

〜It's

笑tim
e

〜
」を
開
催
。

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
１１
月
３
日
に
関
学
同
窓
生
で
、

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
社
長
の
水
野

明
人
氏
の
講
演
会
。４
日
に
は
、

プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
川
嶋

あ
い
さ
ん
�
写
真
�
を
招
き
、

後
夜
祭「
川
嶋
あ
い
ラ
イ
ブ'07

I
m
eet
you.

〜
Ｋ
Ｇ
生
に

届
け
る
愛
のm

elody

〜
」を

中
央
芝
生
で
開
演
す
る
。

各
種
の
模
擬
店
・
展
示
・
公

演
・
企
画
の
最
新
情
報
は
大
学

祭
実
行
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp���w

w
w
.k
g�
o

m
atsuri.com

）で
入
手
で

き
る
。
ま
た
、
新
月
祭
実
施
に

よ
り
、
１１
月
１
〜
５
日
第
２
時

限
ま
で
の
授
業
は
原
則
休
講
。

大
学
院
も
原
則
休
講
だ
が
、
研

究
科
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、

掲
示
に
注
意
す
る
こ
と
。

■
教
職
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

●
教
育
実
習
第
一
次
登
録

０８
年
度
「
教
育
実
習
」
参
加

予
定
者
（
３
年
生
以
上
で
、
１０

月
１３
日
開
催
の
教
育
実
習
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
�
に
出
席
し

た
者
に
限
る
）
は
、
指
定
期
間

内
に
教
育
実
習
第
一
次
登
録
を

行
う
こ
と
。
登
録
期
間
�
１０
月

３１
日
１６
時
５０
分
ま
で
。
提
出
先

�
�
上
ケ
原
�
教
職
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
大
学
院
１

号
館
１
階
）、�
Ｋ
Ｓ
Ｃ
�
教
職

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
学
生
相
談

室
（
�
号
館
１
階
）

●
介
護
等
体
験
説
明
会

０８
年
度
前
期「
介
護
等
体
験
」

に
つ
い
て
、
中
学
校
教
諭
第
一

種
普
通
免
許
状
取
得
希
望
の
２

年
生
以
上
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
次
の
通
り
実
施
。

�
上
ケ
原
�
１１
月
１４
日
１２
時

４５
分
〜
１３
時
２５
分
（
主
に
文
学

部
生
）
Ｂ
号
館
１０３
号
教
室
▽
１１

月
１６
日
１２
時
４５
分
〜
１３
時
２５
分

（
主
に
文
学
部
生
以
外
）
Ｂ
号

館
１０３
号
教
室
▽
１１
月
２４
日
１０
時

３０
分
〜
１１
時
１０
分（
全
学
部
生
）

Ｂ
号
館
２０４
号
教
室
。

�
Ｋ
Ｓ
Ｃ
�
１１
月
１９
日
１２
時

４５
分
〜
１３
時
２５
分
（
主
に
理
工

学
部
生
お
よ
び
総
合
政
策
学
部

生
）
Ⅱ
号
館
３０５
号
教
室

●
「
博
物
館
実
習
」
履
修
事
前

説
明
会

０８
年
度
「
博
物
館
実
習
」
履

修
予
定
者
（
０８
年
３
月
末
の
時

点
で
「
博
物
館
実
習
」
の
先
修

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る

者
）
を
対
象
に
、
事
前
説
明
会

を
次
の
通
り
実
施
。
対
象
者
は

出
席
す
る
こ
と
。
ま
た
、「
０８
年

度
博
物
館
実
習
履
修
予
定
者
調

査
票
」
に
事
前
に
記
入
の
上
、

説
明
会
出
席
時
に
提
出
す
る
こ

と
。
�
調
査
票
の
配
付
�
配
付

期
間
９
月
２５
日
〜
１１
月
６
日
、

配
付
場
所
�
�
上
ケ
原
�
教
職

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室
�

Ｋ
Ｓ
Ｃ
�
教
職
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
学
生
相
談
室
▽
説
明
会
�

�
上
ケ
原
�
１１
月
６
日
１２
時
４５

分
〜
１３
時
２５
分
図
書
館
ホ
ー
ル

（
大
学
図
書
館
１
Ｆ
）
�
Ｋ
Ｓ

Ｃ
�
１１
月
６
日
１２
時
４５
分
〜
１３

時
２５
分
、
�
号
館
第
４
会
議
室

（
上
ケ
原
と
遠
隔
中
継
に
よ
り

実
施
）

■
学
生
課

●
写
真
部

▽
写
真
展
、
１０
月
１
〜
５
日
、

１０
時
３０
分
〜
１８
時
、
関
西
学
院

高
中
部
礼
拝
堂

●
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

▽
第
８２
回
定
期
演
奏
会
、
１１
月

１０
日
１８
時
３０
分
〜
、
森
ノ
宮
ピ

ロ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

●
応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部

▽
第
４６
回
定
期
演
奏
会
、
１１
月

１２
日
１９
時
〜
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ホ
ー
ル
、
１
０
０
０
円
（
前

売
り
８
０
０
円
）

●
Ｓ
�
Ｏ
�
Ｌ
�
Ｅ

▽
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｗ
ｉ
ｃ
ｋ

ｅ
ｄ
」、
１１
月
２２
日
〜
２４
日
、関

西
学
院
大
学
学
生
会
館
ホ
ー
ル

●
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
第
１６
回
高
槻
コ
ン
サ
ー
ト
、

１２
月
８
日
１４
時
３０
分
〜
、
高
槻

現
代
劇
場
中
ホ
ー
ル
、
１
０
０

０
円

●
軽
音
楽
部

▽
学
外
定
期
演
奏
会
、
１２
月
８

日
１６
時
３０
分
〜
、
芦
屋
ル
ナ
ホ

ー
ル

●
混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド

▽
第
４６
回
定
期
演
奏
会
、
１２
月

８
日
１８
時
、
尼
崎
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ー
ル

■
庭
球
部

▽
関
西
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
男

子
ダ
ブ
ル
ス
Ｆ
決
勝
準
優
勝

佐
藤
直
也
（
商
３
）
・
脇
惇
弥

（
商
４
）
組

■
陸
上
競
技
部

▽
西
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会

【
女
子
２
０
０

	
】
３
位
・
長
濱
弘
実
（
総
２
）

【
男
４
×
４
０
０
	
Ｒ
】
１
位

・
岩
井
浩
紀（
社
３
）、
松
井
隆

朗（
経
３
）、山
口
恭
平（
社
３
）、

山
口
貴
裕
（
商
２
）【
男
子
４
０

０
	
】
２
位
・
岩
井
浩
紀
（
社

３
）【
男
子
棒
高
跳
】
２
位
・
荻

田
大
樹（
商
２
）【
男
子
走
幅
跳
】

１
位
・
中
村
紘
平
（
社
２
）

■
水
上
競
技
部
（
競
泳
）

▽
日
本
学
生
選
手
権

女
子
５０

	
自
由
形
８
位
、
１
０
０
	
バ

タ
フ
ラ
イ
７
位

い
ず
れ
も
小

林
真
衣
（
法
４
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

▽
関
西
学
生
秋
季
リ
ー
グ
戦

優
勝

■
ヨ
ッ
ト
部

▽
全
日
本
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

５
位

市
野
直
毅
（
商
２
）
・

佐
藤
翔
（
社
２
）
組
▽
全
日
本

女
子
イ
ン
カ
レ
優
勝

増
川
美

帆（
経
１
）・
菊
谷
友
理（
文
４
）

■
レ
ス
リ
ン
グ
部

▽
ア
ル
キ
メ
デ
ス
・
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
【
７４


】
１
位
・
飯
島

基
泰
（
経
４
）【
８４


級
】
１
位

・
葛
宮
圭
（
経
３
）

■
軟
式
野
球
部

▽
関
西
六
大
学
準
硬
式
秋
季
リ

ー
グ
戦
優
勝

■
剣
道
部

▽
関
西
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大

会
準
優
勝

■
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

▽
関
西
学
生
秋
季
リ
ー
グ
１
部

入
替
戦
【
１
部
昇
格
（
男
子
・

女
子
）】

■
カ
ヌ
ー
部

▽
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
権

大
会
【
男
子
団
体
カ
ヤ
ッ
ク
部

門
】
３
位
【
Ｊ
Ｋ
―
２
・
５
０

０
	
】
１
位

梶
村
将
宏
（
経

１
）
・
風
貴
久
（
社
１
）
組
【
Ｊ

Ｗ
Ｋ
―
１
・
５
０
０
	
】
１
位

・
山
本
真
未
（
文
１
）【
Ｊ
Ｋ
―

１
・
５
０
０
	
】
１
位
・
谷
川

尚
亮
（
経
２
）【
Ｋ
―

２
・
１
０

０
０
	
】１
位

稲
川
昂
文（
文

４
）
・
込
茶
康
太
（
総
４
）
組

■
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
関
西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
大
学

部
門
金
賞

■
応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部

▽
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大

学
の
部
金
賞

生
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
店
、
旧

館
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
は
、
学
生

が
使
い
や
す
い
店
舗
を
目
指

し
て
そ
れ
ぞ
れ
９
月
、
１０
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
店
は
食
品
コ
ー
ナ

ー
を
充
実
さ
せ
た
ほ
か
、
旅

行
カ
ウ
ン
タ
ー
を
旧
館
か
ら

移
設
し
、
総
合
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
機
能
す
る
。
一
方
、
旧

館
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
は
拡
充
し

て
フ
ー
ド
コ
ン
ビ
ニ
Ｐ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
Ｅ
Ｔ

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
改
装
。

厨
房
も
設
置
し
、
焼
き
た
て

パ
ン
が
食
べ
ら
れ
る
と
人
気

だ
。Ｋ

Ｓ
Ｃ
の
第
二
厚
生
棟
に

も
９
月
、
フ
ー
ド
コ
ン
ビ
ニ

が
新
設
さ
れ
た
。
平
日
は
２１

時
ま
で
営
業
し
て
い
る
。

リニューアルして広々とした生協フォーラム店

バ
イ
ク
通
学
の

自
粛
呼
び
か
け

関
西
学
院
大
学
は
以
前
か
ら

バ
イ
ク
通
学
自
粛
を
呼
び
掛
け

て
い
る
が
、
駐
輪
場
に
収
ま
ら

な
い
車
両
が
学
内
や
学
外
の
至

る
と
こ
ろ
に
と
め
ら
れ
て
い
る
。

車
い
す
や
緊
急
車
両
の
通
行
を

妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者

の
通
行
に
ま
で
支
障
を
き
た
し

て
い
る
状
況
だ
。

０８
年
４
月
か
ら
は
西
宮
上
ケ

原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
「
総
排
気

量
５０
�
超
」
バ
イ
ク
通
学
が
禁

止
さ
れ
る
。学
生
課
は「
５０
�
以

下
の
バ
イ
ク
通
学
に
関
し
て
も
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な

ど
今
後
も
自
粛
へ
協
力
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

秋
学
期
か
ら
関
学
生
専
用
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
利
用
時
の
神
姫
バ
ス

「
新
三
田
―
Ｋ
Ｓ
Ｃ
間
」
運
賃

が
２
０
０
円
（
従
来
２
３
０

円
）、「
三
田
―
Ｋ
Ｓ
Ｃ
間
」
運

賃
が
２
５
４
円
（
従
来
３
２
３

円
）
に
値
下
げ
さ
れ
、
利
用
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
紙
式

回
数
券
の
み
に
よ
る
割
引
だ
っ

た
三
ノ
宮
―
Ｋ
Ｓ
Ｃ
便
に
も
関

学
生
専
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る

割
引
運
賃
（
４
０
０
円
）
が
適

用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
紙

式
回
数
券
の
販
売
は
終
了
し
た

が
、
手
持
ち
の
回
数
券
は
引
き

続
き
使
用
で
き
る
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
チ
ャ
ー
ジ
機

を
生
協
Ｋ
Ｓ
Ｃ
店
（
第
一
厚
生

棟
２
階
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

内
）
に
設
置
す
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
は
、
こ
れ
ま

で
神
姫
バ
ス
営
業
所
と
バ
ス

車
内
で
の
み
可
能
だ
っ
た
が
、

学
内
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ

た
。

休
館
日

祝
日
（
１１
／
３
・
２３
）、
第
４
日
曜
日
（
１０
／
２８
、
１１
／
２５
）、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
大
学
祭
期
間
中
の
日
曜
日
（
１１
／
４
）

開
館
時
間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
変
更

・
１０
／
２７
は
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
大
学
祭
の
た
め
、
神

戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
メ
デ
ィ
ア
館
は
１８
時
閉
館

・
１１
／
１
・
２
は
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭
期
間
中
の
た
め
両
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
と

も
１８
時
閉
館

２００７年１０～１１月の大学図書館開館日程
○西宮上ケ原キャンパス大学図書館

１１月５～３０日
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉
８：５０～１８：００
８：５０～１２：２０

閉
１２：３０～１６：５０

閉
閉

○神戸三田キャンパス図書メディア館
１１月５～３０日
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉

１１月１、２日
８：５０～１８：００

８：５０～１８：００

９：３０～１６：５０

８：５０～１６：５０

閉

１１月１、２日
８：５０～１８：００

８：５０～１８：００

９：３０～１６：５０

１０月２９～３１日
８：５０～２２：００

８：５０～２２：００

９：３０～１８：３０

８：５０～１８：００

１２：３０～１６：５０

１０月２９～３１日
８：５０～２２：００

８：５０～２２：００

９：３０～１８：３０

１０月２７日

８：５０～１８：３０

８：５０～１８：３０

９：３０～１２：２０

８：５０～１２：２０

１０月２７日

８：５０～１８：００

８：５０～１８：００

９：３０～１２：２０

１０月１～２６日
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉
８：５０～１８：００
８：５０～１２：２０

閉
１２：３０～１６：５０

閉
閉

１０月１～２６日
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
８：５０～２２：００
８：５０～１８：３０
１２：００～１８：００
９：３０～１８：３０
９：３０～１２：２０

閉

平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜

平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜
平日
土曜
日曜

開館時間

貸出・返却
カウンター
【図書】

レファレンス
カウンター

貸出・返却
カウンター

【図書・視聴覚資料】

レファレンス
カウンター

開館時間

貸出・返却
カウンター

レファレンス
カウンター

１階

２階

Love our life in KG～かけがえのない日々～

１０
月
２７
日
ま
ず
Ｋ
Ｓ
Ｃ
か
ら

新月祭２００７
川
嶋
あ
い
さ
ん
、大
八
木
淳
史
さ
ん
ら
招
き

神
姫
バ
ス
値
下
げ

生協リニューアル

ＫＳＣにもフードコンビニ新設

関
学
生
専
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
時

Ｋ
Ｓ
Ｃ
通
学

利
用
し
や
す
く
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